
こ と しの ハ イ ラ イ ト

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
会
報

総
選
挙
、
自

民
総
裁
選
、

イ
ン
ド
洋

、
北
朝
鮮企画
委
員
長

船
橋

洋

一

2
0
0
7
年
も
半

ば
か
ら

の
企
画
委
員

長
で
、
ま
だ
駆
け
川
し
の
よ
ち

よ
ち
歩
き
だ

が
、
企
画
委

員

の
方

々
と
事

務

局

の
皆
さ

ん
の
お
か
げ

で
、
何
と
か
こ
な

し

て

い
る

.

活
動

の
い
く

つ
か

の
ハ
イ

ラ
イ
ト
を
日

記
風
に
記
す
と

7
月
11
日

の
7
党
党
首
討

論
会
。
始
ま

る
前
、
滝

鼻
卓
雄
理
事
長

以
下

、
委
員
会

側
と
各

党
党
首
が

「
ア
ラ

ス
カ
」

で
打
ち

合
わ
せ
を
し
た
が
、
小
沢

一
郎

氏

(民
主

党
)
が
精
彩

が
な

い
と

い
う

か
精
気
が
な

い
。
各
氏

に
色
紙
を
お
願

い
し
た
が
、
安

倍
さ

ん
は
「
不
動

心
」
.小
沢
さ

ん
は
「誠
」
.

ま
と
も

に
筆

を
使

え
る
の
は
安

倍
さ
ん
く

ら

い
.
安
倍

さ
ん

の
お
祖
父

さ

ん
の
岸
信

介
は
書

が
う
ま
か

っ
た
と
、

筆
達
者

で
辛

口
の
宮

沢
喜

一
さ
ん
も
岸
さ

ん

の
書
は
褒

め

て
い
た
が
…
..

討
論

会

は

年
金

問
題

に
ほ

ぼ
集
中

し

た
、
安
倍
氏

は
「年
金
は
数
字

な

の
で
す
」
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で
押

し
通
す
。

小
沢

民
主

党
の
年
金
改
革

案

の
財
源
的
裏

付
け

が
乏

し

い
こ
と
を
衝

こ
う
と

い
う
わ

け

だ
が
、

こ
れ
に
対
し

て

他

の
党
首

の
反

応

が

鈍

い
.

「年
金
は
数

字

で
は
あ
り
ま

せ

ん
,
年

金
は
心
な
の

で

す

[
と
か
、
あ

る

い
は

「
安
倍
さ
ん
は
年

藪

[
O

O

I

O

〔..一
.

一

東

京

都

千

代

田

区

内

幸

町

.
一
ノ

ニ

ノ

.

口

本

プ

レ

ス

セ

ン

タ

ー

ビ

ル

⊆

社

団

法

人

日

本

記

者

ク

ラ

ブ

了
貫
η

、
≦
5
.タ
、し
冒も

費

}こ

O

金

は
数
字

と
、冒

っ
て

い
る
.、
た

し
か

に
、

自

民
党

の
数
字

は
、

5
0
0
0

.力

の
消
え

た
年
金

に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
」
と

か
、
切

り
返
せ
ば

い
い
も

の
を

歯
が

ゆ

い
、

9
月

21
日
、
白

民
党
総
裁
選
公

開
討
論

福

田
康
夫

氏

対

麻

生
太
郎

氏

の

一
騎
打

ち

色

紙
は
、
麻
生
氏
が

一誇
れ

る
国
」
、

福

田
氏
が

一
信

一.

橋
本
五
郎

(読

売
)
、山
田
孝

男

〔毎

[

}、

宮

田
謙

一

(朝

日
)
、
長
谷
部
剛

(
日
経

 

の
企

画
委

員
会

が
誇

る
硬
軟

”
4
人
.組
ケ

が
質
問
を
た

た

み
か
け
、
争
点
を

鮮
や
か

に
え
ぐ
り
出

し

た
.
プ

ロ
中

の
プ

ロ
の
新

聞
記
者
な

ら
で

は

の
緩
急
自
在

の

「質

問

力
」
を
目

の
当

た
り
に
し

て
、
私
は
心
底
、

誇
ら
し
く

な

っ
た
、.

こ
の
種

の
公

開
討
論
は
、

一
対

.
の
方

が
争
点
と
表

情

が
く

っ
き
り
と

際
立

つ
.、

そ
れ
も
こ

の
討

論
会

の
成
功

の
秘
密

か
も

し
れ
な

い
.、

10
月
24
日
。

ト

マ
ス

・
シ
ー

フ

ァ
ー
米

大
使
を
招

い
て

の
昼
食
会
と
記
者

会
見

.

記
憶

に
残

っ
た

大
使

の
言

葉

が

あ

る
.

「
テ

キ

サ

ス

に

は

こ
と

わ
ざ

が

あ

る
.

ク
∠
¢
〈
巽

P「鋤
島
Φ
配
ρ
o
匡

ゆ
一〇
コ
α

♂
「
拶

零

≦

噛ユ
2
乙

o
「
}δ
';
〈
一=
～～.ぢ
二

三
)
[5

ま

O
コ
臼
ケ
占

い
友
人

を
新

し

い
友
人

に
取

り
換

え

る
な
巨
そ

ん
な

こ
と
を
す
れ

ば
、

准
も

友
達
が

い
な
く

な

っ
て
し
ま
う
」
.

シ

ー
フ
7
1
大
使

の
メ

ッ
セ
ー
ジ
は

明

確

で
あ
る
.
日
本

国
内

に
あ
る
、
米
朝
急

接

近
、
さ
ら
に
は
将
来

に
起

こ
り
う

る
米

中

猛
接
近

へ
の
懸
念

を

念
頭
に
、
そ
う

し

た

こ
と
は
決
し

て
起

こ
り
ま
せ
ん
、
ご
心

配
な

く
、
と
い
う

こ
と
だ
、
シ
ー

フ
ァ
ー

大

使

が
ブ
ッ
シ

ュ
大

統
領

に
北
朝
鮮
核

問

.題
交

渉
の
過
程

で
「
日
本
を
売
り
渡

す
な

」

と

「
直
電
」
を
打

っ
た
と
報
道
さ
れ
た

の

は

こ

の
直
後
で
あ

る

.

11
月
3
H
ー
ク
リ

ス
ト

フ
ァ
ー

・
ヒ
ル

米

国
務
次
官
補

の
記
者
会

見
、.

ヒ
ル
の
H
中
韓

訪
問

に

ワ
シ
ン
ト

ン
か

ら

同
行
し
た
日
本

人
・記
者

の

一
人
が
質

問

の
手
を
挙
げ
た
ら
、

ヒ

ル
が

「彼
ら
も

質

問

し

て
い
い
の
か

」
と

私

に
小
声

で
聞

い

た
、

「も
ち

ろ
ん
」

と
答

え

る
と
、

実

に

嬉

し
そ
う
な
顔
を

し
た

、
サ
ー
ビ

ス
精

神

の
ま

こ
と
に
旺
盛
な

人
な

の
で
あ

る
。

今
後

の
課
題

?

選
挙
は
面
白

い
..
そ

れ
を
争
点
と
指

導

者
像

を
含
め
て
、
わ
か

り
や
す
く
、
面
白

く

、
オ

マ
ツ
リ
に
す

る

こ
と
.、
選
挙

は
、

企

.画
委
員
会
に
お
任
せ

く
だ
さ

い
、.

(朝

目
新
聞
社
主
筆

〉

(1
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2007

私
の
お
薦
め
本

◎

W

年

末

恒

例

の

「
推

薦
書

」
企

画
。

こ

と

し

は

書

評

担

当

11
人

に
今

年

-

年

で
印

象

に
残

っ
た

3

冊

を

選

ん

で

い
た

だ

き

ま

し
た
、

年

末

年

始

の
読
書

の
参

考

に

い
か
が

で
し

ょ
う

か
.

一4
江

.月
時

代

、

広

島

藩

を

脱
藩

し
、

謹

厳

な

頼

「
族

の
鼻

つ
ま

み

だ

っ
た

「
自

己

チ

ュ
ウ

男

一
山

陽

。

「
日

本

外

史

」

に

生

涯

を

か

け

た

こ

の

男

を

支

え

た

の
は

誰

か

、

今

U

の
家

族

の
問

題

も

透

け

て

見

え

る

.②
J

・
ジ

ョ
イ

ス

の
奇

書

「
フ

ィ

ネ

ガ

ン
ズ

・
ウ

ェ
イ

ク

」

の
翻

訳

膏

に
よ

る

「
世

界

の
奇

語

・
11

本

請

一
礼

賛

。

あ

あ

、

日

本

語

は

良

き

か

な

,

⑧
城

山

さ

ん

の

3
月

の
死

後

刊

行

さ

れ

た

対

談

集

。

そ

の
重

い

「
遺

言

」

を

30

歳

余

も

年

若

い
高

山

が

聞

い
た

。

未
完
と
な

っ
た
大
佛
次
郎

「天
皇
の
世
紀
』
を

読

み
終
え
て
、
ど
う
し
て
も
続
き
が
読
み
た

い
と

探
し
続
け
て
出
会

っ
た
の
が
山
.、
こ
の
国
の
成
り

立
ち
が
ま
ざ
ま
ざ
と
立
ち
上
が
っ
て
く
る
と
同
時

に
、
時
代
と
止
面
か
ら
向
き
合

っ
た
人

々
の
精
神

を
た
ど
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
精
神
も
鍛
え
ら

れ
た
、
05
年
の
刊
行
だ
が
お
薦
め
し
た

い
。
②

は

昭
和
20
年
夏

(特
に
8
月
14
日
)
の
緊
迫
感
が
伝

わ
る
貴
重
な
証
.ぎ
録
、、
③
は
「恋
」
〔96
年
直
木
賞
)

と
合
わ
せ
て
読
み
た

い
。

千
龍

正
夫

(北
海
道
新
聞
東
京
社
会
部
編
集
委
員
)

①
頼

山

陽

(上

・
下
)

見
延
典
子
著

(徳
間
轡
店
)

②

日
本

語

は
天
才

で
あ

る

柳
瀬
尚
紀
著

(新
潮
社
)

③

日
本

人

へ
の
遣
君

城
山
三
郎

・
高
山
文
彦
著

(講
談
社
)

都
築

和
人(朝
日
新
聞
読
書
編
集
長
)

①
天
皇
と
東
大

大
日
本
帝
国
の
生
と
死

(上
・下
)

立
花
隆
著

(文
芸
春
秋
)

②
日
本
の

い
ち
ば
ん
長

い
夏

半
藤
一
利
編

(文
春
新
書
)

③
望
み
は
何
と
訊
か
れ
た
ら

小
池
真
理
子
著

(新
潮
社
)

大

井

浩

一

(毎
日
新
聞
学
芸
部
)

①

メ
デ

ィ
ア
と
政

治

蒲
島
郁
夫
ほ
か
著

〔有
斐
閣
∀

②

滝

山

コ
ミ

ュ
ー

ン

一
九
七
四

原
武
史
著

(講
談
社
)

③
色
と
空
の
あ
わ

い
で
ー

往
復

書

簡
集

古
井
由
吉
、
松
浦
寿
輝
著

(講
談
社
)

鵜

飼

哲
夫(読
売
新
聞
文
化
部
次
長
)

①

狐

に
な

っ
た
奥

様

ガ
ー
ネ
ッ
ト
著

(岩
波
文
庫
)

②

鴨

骸
銭
角
田
喜
久
雄
著

(春
陽
文
庫
)

③

私

の
男

桜
庭

一
樹
著

〔文
芸
春
秋
)

上

原

克
也(
日
本
経
済
新
開
文
化
部
}

①

ク

リ

エ
イ

テ

ィ

ブ

・
ク

ラ

ス

の

世

紀

リ
チ

ャ
ー
ド

・
フ
ロ
リ
ダ
著

(ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
)

②

戦

場

に
舞

っ
た
ビ

ラ

一
ノ
瀬
俊
也
著

(講
談
社
選
書
メ
チ
エ
)

③

ア

リ

ス
の
服

が
着

た

い

坂
井
妙
子
著

(勤
草
書
房
)

①
は
小
泉
劇
場
や

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
な
ど
、
最

近

の
ニ
ュ
ー
ス
報
道

の
現
場
報
告
を
含
む
。
乖
離

し
が
ち
な
メ
デ
ィ
ア
研
究
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

現
実
を
結
ぶ
努
力
が
貴
重
だ
.
②
は
政
治
思
想
史

学
者
に
よ
る

「私
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
の
試
み
,

歴
史

の
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
ギ
リ
ギ
リ

の
距
離

に
位
聞
す
る
70
年
代

の
時
代
相
を
う
ま
く
と
ら
え

た

一③
は

「
9

・
H
」

テ
ロ
事
件
直
後
に
始
ま

っ

た
新
聞
連
載

の
往
復
書
簡
を
軸
に
、
現
代
文
学
の

先
端
を
走
る
.
一人
が
重
ね
た
対
話
。
6
年
前

の
も

の
と
は
思
え
な
い
鋭
敏
な
思
考
が
光
る

い

い
小

説

は

題

も

い

い
.、
害
は

1
9

2

2

年

出

版

の
英

国

文

学

だ

が

、

匂

い
た

つ
よ
う

な

文

章

は

新

鮮

そ

の
も

の
.、

こ

れ

ぞ

小

説
中

の
小

説

、

不

条

理

愛

の
名

作

だ

。

②

は

昭

和
前

期

の
大

衆

文

学

。

荒

唐

無

稽

さ

も

こ

こ

ま

で
極

ま

る
と

圧

巻

.、
波

瀾

万

丈

の
展

開

で
、

ジ

ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー

に

乗

っ

て

い

る

よ

う

に

楽

し

め

る
、.

零
ほ

、

「
私

の

男

」

11

「
お

と

う

さ

ん

」

と

娘

の
禁

忌

を

超

え

た

孤

独

と

孤

独

の
魂

の
触

れ

合

い
、

も

つ
れ

あ

い

を

鮮

烈

に

描

く

気

鋭

の
新

作

、

あ
ら
ゆ
る
人
が
創
造
的
な
小
能
を
発
揮

し
て
こ

そ
本
当
の
繁
栄
が
あ
り
、
標
準
か
ら
外
れ
た
ア
イ

デ
ア
に
寛
容
な
都
市
ほ
ど
経
済
的
に
成
長
す
る
、

と

い
う
の
が
感
の
主
張

、
目
本
の
企
業
や
組
織
に

と

っ
て
も
示
唆
に
富
む
.、
②
は
著
者
が
私
費
で
集

め
た
百
枚
を
超
え
る
宣
伝
ビ
ラ
を
通
し
て
太
平
洋

戦
争

の
情
報
戦
の
実
態
を
伝
え
る
。
「
不
思
議

の

国

の
ア
ー3
ス
」
と
子
供
服
誕
生
の
関
係
を
明
ら
か

に
す
る
 3
 と
と
も
に
、
資
料
を
丹
念
に
検
証
す
る

著
者

の
姿
勢
に
好
感

が
持
て
る
。

(ワ 〕



2007.12.10No.454

-ー
、の
著
者
は

ユ
ン
グ
心
理
学
の
泰
斗
。
現
代
に

は
び
こ
る
神
話
、
平
等
神
話
や

マ
ル
ク
ス
主
義
進

歩
信
仰
な
ど

の

一
面
性
を

ユ
ー
モ
ア
あ
る
文
章
で

告
発
す
る
.
現
実
世
界
は
矛
盾
だ
ら
け
だ
か
ら
。

、2
は
.平
等
神
話
、
共
同
体
幻
想
に
覆
わ
れ
た
1
9

7
0
年
代
、
政
治
学
者

の
著
者
が
通

っ
た
東
京
都

ド
の
小
学
校
時
代
を
綴
る

.
'3
ぽ

新
発
川
藩
の
無

名
の
家
臣
た
ち

の
生
き
様
を
実
在

の
記
録
を
元
に

描

い
た
小
説
。
た
ま

に
は

「
江
.戸
」
神
話
に
心
を

遊
ば
せ
る
の
も
心
地
よ

い
.

L
、
「
森
シ
リ
ー
ズ
」
完
結
編
..
北
の
大
地
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
戦
乱

の
情
景
は
と
に
か
く
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
。
〔塑
哀
歓
秘
め
た
老
武
ト

の
生
き
様
を
丹

念
に
描

い
た

し
か
も
剣
豪
小
説
の
要
素
も
忘
れ

て
い
な

い
と
こ
ろ
が
巧
み
だ
.
占
領
期
の
怪
事
件

に
材
を
と

っ
た
小
説
像
。
占
領
ト
の
特
異
な
状
況

ド
で

一
ふ
た

」
を
さ
れ
た
人
間
の
狂
気
を
、
暴
力

的
で
は
な
く
幻
想
的
に
物
語
化
し
た
。
理
性
と
非

理
性

の
.
一面
性
と

い
う
心
理
の
深
層
を
え
ぐ

っ
て

い
て
、
現
代
的
だ
.

沖
縄
戦
の

「集
団
自
決
」
を
め
ぐ
る
教
科
書
検

定
問
題
は
、
沖
縄
の
奥
底
に
深
く
刻
ま
れ
た
戦
争

の
傷
に
、
日
本
が
い
か
に
無
頓
着
で
あ
る
か
を
見

せ

つ
け
た

.
「D
・は
そ
の
日
本
に
対
す
る
沖
縄
の
深

層
意
識

へ
迫

る
力
作
評
論
.、
②
・は
7
月
に
死
去
し

た
作
家
が
、
他
者

へ
の
想
像
力
を
失

っ
て
内
閉
す

る
現
代

日
本

へ
警
鐘
を
鳴

ら
す

”遺
言
〃。
背
景

に
あ
る
の
は
流
動
化
す
る
戦
後
社
会

へ
の
危
機
感

だ
。
③
は

「.自
己
責
任
」
の
モ
ラ
ル
が
強
調
さ
れ

人
間
同
L

の
つ
な
が
り
が
寸
断
さ
れ
た
現
代
を
、

フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
.小
安
定
雇
用
層

(プ
レ
カ
リ
ア

ー
ト
〕

の
立
場
か
ら
告
発
す

る
。

江
原

和

雄(産
経
新
聞
文
化
部
次
長
)

①

老
愚
者
考

A

・
グ
ッ
ゲ
ン
ビ

ユ
ー
ル
ーー
ク
レ
イ
グ
著

(新
曜
社
)

②
滝
山

コ
ミ

ュ
ー
ン

一
九

七

四

原
武
史
著

(講
談
社
)

③

露
の
玉
垣
乙
川
優
三
郎
著

(新
潮
社
)

栗

原

淳

(東
京
新
聞
文
化
部
)

①

氷
結
の
森

熊
谷
達
也
著

(集
英
社
)

②
銀

漢
の
賦

葉
室
麟
著

〔文
芸
春
秋
)

③

T
O
K

Y

O

Y
E
A
R

Z

E
R
O

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド

・
ピ
ー
ス
著
(文
芸
春
秋
)

金

子

直
史(共
同
通
信
文
化
部
次
長
)

①

オ
キ
ナ

ワ

、

イ

メ
ー
ジ

の
縁

(
エ
ッ
ジ

)

仲
里
効
著

(未
来
社
)

②
中

流
の
復

興

小
田
実
著

(日
本
放
送
出
版
協
会
)

③

生
き
さ

せ
ろ

ー

雨
宮
処
凛
著

(太
田
出
版
)

三
澤

克
彦
(時
事
通
信
社
文
化
部
次
長
)

①

人

々
は

な
ぜ
グ

ロ
ー

バ

ル
経
済

の
本

質

を
見

誤
る
の

か

水
野
和
夫
著

(日
本
経
済
新
聞
出
版
社
)

②

生
物

と

無
生

物
の
あ

い
だ

福
岡
伸

一
著

(講
談
社
現
代
新
書
)

③

国

の
な

い
男
力
ー
ト

・
ヴ
ォ
ネ
ガ
ッ
ト
著

百

本
放
送
出
版
協
会
)

岡

野

正

次

(
N

H

K

B
S

2

「
週

刊

ブ

ッ
ク

レ

ビ

ユ
ー

」

プ

ロ

デ

ユ
ー

サ

ー
)

①
道

一兀
禅

師

(上

・
下
)

立
松
和
平
著

(東
京
書
籍
)

②
生
物

と

無

生
物
の
あ

い
だ

福
岡
伸

一
著

(講
談
社
現
代
新
書
)

③

サ
イ

ン
会

は

い
か
が

?

(成

風
堂

書

店
事
件

メ

モ
)

大
崎
梢
著

(東
京
創
元
社

ミ
ス
テ
リ

・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
)

松

尾

孝
司

(西
H
本
新
聞
文
化
部

・
マ
イ
ス
タ
ー
)

①

神
聖

喜

劇
①

～
⑥
大
西
巨
人

・
原
作

の
ぞ
ゑ
の
ぶ
ひ
さ
漫
画

(幻
冬
舎
)

②
山

ロ
長

男
-

終
わ

り

の

な

い
か

た
ち

池
島
充
著

(清
流
出
版
)

③
至
宝

の
大
自

然

屋
久

島

写
真

文

集

太
田
五
雄
著

・
写
真

(南
方
新
社
)

.L
は

1
9
9
5
年

以
降

の
世
界
経
済

の
変
貌

を
、
米
国
の
帝
国
化
、
金
融

の
優
位
性
、
格
差
拡

大
な
ど

の
観
点
か
ら
詳
述
し
、
部
分
で
な
く
全
体

を
と

ら
え
る
必
要
性
を
痛
感

さ
せ
る
。
②
、は
生
物

一
個
体
が
日
々
取
り
込
む
物
質

で
組
織
を
.財
生
し

て
い
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
と

い
う
視
点
が
興

味
深

い

3
ほ
今
年
没
し
た
作
家
の
最
後

の
エ
ッ

セ
ー
集
、
.
善
が
悪
に
勝

つ
に
は
天
使
が

マ
フ
ィ

ア
な
み
に
組
織
化
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
〃
な
ど
味

わ

い
深

い
言
葉
が
並
ぶ
.

翁
)
.不

明

な
点

の
多

い
僧

・
道

.圧
の
生

涯

を

作

家

の
想

像

力

で

見
事

に

描

き

出

す

.

私

た

ち

が

今

、

忘

れ

て

し

ま

っ
て

い
る

日

本

人

の

.
真

の
心

”

を

思

い

川

さ

せ

て
く

れ

た

.

ル

「
生

命

と

は

何

か

?

」

と

い
う

根

源
的

な

問

い

に

、

最

先

端

の
科

学

で
答

え

て

く

れ

る

,
著

者

の

真

摯

な
態

度

か

ら

「
科

学

・
科

学

者

一
の
在

り

方

に

つ

い

て
も

考

え

さ

せ

ら

れ

た

.

・β
謎

解
き

の

問

に

二

人

の
主

人

公

、

杏

子

・
多

絵

の

コ

ン
ビ

に
惚

れ

、

笑

い
、

泣

か

さ

れ

る

諄

店

員

の
什
事

の

デ

ィ

テ

ー

ル
も

楽

し

く

、

シ

リ

ー

ズ

3

作

と

も

は

ず

れ

な

し

.

九
州
を
拠
点
と
す
る
新
聞

で
あ
り
、
九
州
に
光

を
当

て
た
り
、
九
州
を
記
録
す
る
、
あ
る
い
は
発

掘
す

る
と

い
っ
た
仕
事
が
捨

て
が
た

い
。
①
は
知

る
人
も
少
な
く
な

っ
た
大
西
巨
人
の
膨
大
な
原
作

を
、
若

い
阯
代
に
も
わ
か
り
や
す
く

「活
写
」
し

蘇
ら
せ
た
..
②
は
山
口
長
男
と

い
う
入
気
抽
象
画

家

の
知
ら
れ
ざ
る
世
界
を

フ
ラ
ン
ス
取
材
な
ど
を

通
し
発
掘
し
た
。
③
は
、
入
を
寄
せ
付
け
な
い
屋

久
島

の
奥

の
奥
を
記
録
し
照
ら
し
出
し
た
.
ほ
か

に
は
、
吉
田
修

.
の

「悪
入
」
が
印
象
に
残
る
。

t3〕
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▼
高
木

桂

[

(産
経
新
聞
社
)

号
外
は
舞

っ
た
が
高
揚
感
な
し

2

0
0
0
年

の
扉
が

開
か
れ
よ
う
と

し

て

い
た
8
年
前

の
大
晦

日

の
午
後

の
出
来

事

が
だ

ぶ

っ
た
..
当
時
、

モ
ス
ク

ワ
特
派

員
だ

っ
た
筆
者
は

、

テ
レ
ビ

で
流
れ

る

ロ

シ

ア
の

エ
リ
ツ
ィ

ン
大
統
領

の
電
撃
的
な

辞

任

表

明
演

説

に

呆

然

と
立
ち

つ
く

し

た
.
そ

の
体
験
が

「
ど

ん
な
大
事
件

が
起

き

よ
う
と
も
動
じ

な

い
」
と

い
う
記
者
生

活

へ
の
免
疫

に
な

っ
て

い
た

の
だ
が
…
.

◇

「
最
近

の
政

界

に

は
ち

ょ

っ
と

「ま

さ

か
』

が
多
す

ぎ

る
」
,

小
泉
純

一
郎
元

首

相

は
夏
か
ら
秋
に

か
け
踵
を
接

し
て
起

き

た
永

出
町

の
現

象
を
そ
う
評

し

て
み
せ
た

が
、
筆
者
を

含

め
政
権

の
中

枢

で
あ
る
首

相
官
邸

に
詰

め

る
記
者

の
大

半
が
、
そ

の

「ま

さ
か
」

の
幕

開
け
た

る

9
月

12
口

の

安
倍
晋
.二
前
首

相

の
唐
突
な

辞
意
表
明

に

度
肝
を
抜

か
し

た
の
は
事
実

だ
。

騒
動

は

そ

の
日
の
昼
過
ぎ

の
T
B
S

の

「
安
倍
首

相

が
辞

意

」

の
大

ス
ク
ー
プ

の

テ
ロ

ッ
プ

か
ら
始
ま

っ
た

.
首

相
番

の
各

社
記
者

が
待
機

し
て

い
る
官
邸

の
3
階

エ

ン
ト

ラ

ン

ス

に

は
応
援

の
記

者

も
加
わ

り
、
ご

っ
た
返

し
た
.-
多

く

は

「首
相

の

辞
意
」

を
半
信

半
疑

に
受

け
止

め
て

い
た

いつも駆 け足の福田首相 記者の

問いかけも速歩でかわす?(官 邸

11,22)=産 経 新聞社提供

だ
ろ
う

が
、
記
者
ク

ラ
ブ

の

幹

事

社

が

「
14
時

か

ら

総
理
が

会
見

す

る
」
と
告
知

し
た
こ
と

で
、
よ
う

や
く
確
信
と
な
っ
た
。

安
倍

氏

の
記
者
会

見
後
、
当

時

の
女
房

役

で
あ

る
与
謝
野
馨

官
房
長
官

も
記
者
会

見
を
行

っ
た
が
、

記
者

か
ら
の
怒
涛

の
よ

う

な
質
問
攻
め
を

か
わ
す
た
め
か
、
内

閣

報

道
室
長
が
「
予

定

が
入

っ
て
い
る

の

で
」

と

会

見
を
途

中

で
打

ち

切

っ
て
し
ま

っ

た

。
興
奮
状
態

に
あ

っ
た
記
者
た
ち
が

「
総

理
が
辞
め
る
ん
だ

。

な
ぜ
、
あ
な
た

に
仕

切

る
権
利
が
あ

る

ん
だ
」
な
ど
と
報
道

室

長

に
詰
め
寄
る

一
幕

も
あ

っ
た
。

7
月

の
参
院
選

で

の
自
民
党
惨
敗
も

よ

そ

に
続
投
し
、
周

開
を
仲
良

し
で
固
め

た

「
チ

ー
ム
安
倍

」

が

機

能
不
全

の
ま

ま

で

あ

る
う
え
、
健
康

閻

題
も
抱
え
て

い
た

満

身
創

痩

の
宰
相

の
政

権
運
営

は
早
晩

行

き

詰

る
と
永

田
町

で

は

さ

さ
や
か
れ

て

い

た
,

し
か
し
国
会

で

の
所
信
表
明
演

説

を

前

々
日
に
終
え
、

午
後

に
は
国
会

で

の
各

党

の
代
表
質
問
に

立

つ
は
ず
だ

っ
た
首

相

が

い
き
な
り

「辞

め

る
」
と
無
責
任

に

政

権
を

放
り
出
し
た

姿

は
、

つ
と
に
尋
常

で

な

い
例
え
に
用

い
ら

れ
て

い
る

「永

田

町

の
常

識
」
を
は
る

か

に
超
越
し
て

い
た
,

◇

記

者
た
ち
に
は

、
も

は
や

「政
治
的

死

者

」

と
な

っ
た
前

首
相

の
辞
任
シ

ョ
ッ
ク

の
余
韻

に
浸

っ
て

い
る
暇
は
な

い
.、
官

邸

担

当

記
者
は
与
党

担

当
記
者
と
と
も

に
、

取

材

の
軸
足
を
自

民
党

の
後
継
者
選
び

と

い
う
大
政
局

に
移

し
た
。
9
月

23
日

に
福

田
康
夫
首
相
が
自

民

党
新
総
裁

に
選
出

さ

れ

、

26
口
の
新
内

閣

発
足
に
至
る
2
週

聞

は

記
者
た
ち
も
ゆ

っ
く
り
休
む
日
は
な

か

っ
た

の
は
言

う
ま
で
も
な

い
.、

「
ま
さ

か

」

は
続
く
。

野
党

に
参

院
の

主
導
権

を
握

ら
れ
た

「ね

じ
れ

国
会

」
の

中
、
安
全

運
転

に
徹
し
て
き

た
福

出
首
相

が

10
月

30
口

と
11
月
2
日
に
小

沢

一
郎
民

主
党
代
表

と

の
電
撃
的
な
党

首
会
談

を
行

い
、
「大

連

立

」
構
想

な
ど

を

め

ぐ

っ
て

協
議
し
た

。

一
時
は
小
沢
氏

の
辞
任

騒
動

に
発
展

し
、

民
主
党
サ
イ
ド

の
情
報

と
官

邸

・
与
党

か

ら
も
た
ら
さ
れ

た
情
報

と
の

矛
盾

に
、

記
者
た
ち
は

「
何

が
真
実

な
ん

だ
?
」
と

右
往
左
往
さ
せ
ら

れ
た
。

5
月

に
は
松
岡
利
勝
農
水

相
が
議
員
宿

舎

で
自

殺
を

遂
げ
た
。

こ
れ

ほ
ど
短
期
闘

に
新
聞

の

「
号
外
」
が
飛
び
交

っ
た
年
は

な

い
、

一
連

の
突
発
的
な
出
来

事
は
、
政

治
取
材

の
登
竜

門
た
る
官

邸
詰

め

の
若
手

記
者

に
は

貴

重

な
経
験

に
な

っ
た
だ

ろ

う
。
だ
が
、

い
ず
れ
も

「負

の
連
鎖
」

の

延
長
線

L

に
あ
り
、
近
年

の
政

治

の
劣
化

に
起
因
す

る
と

言
え
な
く
も

な

い
.
例
え

ば
、
平

成

5
年

戸1
9
9
3

)
に
細
川
非

自
民
連

立
政
権

が
誕
生
し
た
際

の
高
揚
感

や
、
わ

く
わ
く
感

が
な

い
こ
と

に
寂
し
さ

を
覚
え

た

の
は
筆
者
だ
け
だ

ろ
う

か

、

と
も

あ
れ
来
秋
ま
で
に
解
散

・
総
選
挙

も
予
想

さ
れ

る
。
筋
書
き
な
き

政
治

ド
ラ

マ
に
泣
き

笑

い
す
る
口
は
終

わ

ら
な

い
、、

た
か
ぎ

・
け
い
い
ち

1
9
9
1
年
入
社

モ
ス

ク
ワ
特
派
員

野
党

官
邸

与
党
各
キ
ャ
ッ
プ

な
ど
を
経
て

10
月
か
ら
再
び
官
邸
キ
ャ
ッ
プ

〔4}
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“
ま
さ
か
〃
の
連
続

政
治
部
総
力
戦

「
プ

ッ
ツ
ン
」
と

い
・つ
..両
葉
を
小
沢

民

主
党

代
表
が
知

っ
て

い
た

こ
と

に
も
驚

い

た
が
、

.
連

の
辞
意
撤

回
騒
動

で
何
よ
り

重
く

感

じ
た

の
は
、

2
大
政
党

の
党
首
が

そ
ろ

っ
て
平
時
で
は
想

像

の

つ
か
な
い
行

動

に
駆
り
立

て
ら
れ
た
現
実
だ

「
逆
転

国
会

の
プ

レ

ッ
シ

ャ
ー
は
想

像

を

絶

す

る

、̀
安

倍
前

首

相
が
政
権

を
投

げ
出
す
壮
絶
な
ア
ク

シ
デ

ン
ト
か
ら
始
ま

っ
た

こ

の
臨
時
国
会

に
あ

た
り
、
そ
う
心

し
た
.

ト

ッ
プ
は
生
身

の
入
問
だ

、
思

い

詰
め
れ

ば
、
す

っ
と

ん
き

ょ
う
な
行
動

に

出
た

っ
て
お
か

し
く

は

な

い
.
「
い
つ
だ

れ

の
首

が
飛

ぶ
か
わ
か

ら
な

い
そ
」
と

ク

ラ
ブ
貝

を
脅
し
て
き
た
も

の
だ
、

そ
れ

に
し
て
も
、
大
連

立

の
模
索
に
失

敗
し
た

民
主
党
代
表

の
首

が
飛
び
、
そ

れ

が
ま
た

く

っ
つ
く
と

は
、
酔

っ
ぱ
ら

っ
て

も
思

い
つ
か
な

い

「
珍
事

」
だ
..

「
小

沢
代
表

の
緊
急

記

者
会
見
が

セ

ッ

ト
さ

れ
た
」
と

の

一
報

が
担
当
記
者
か
ら

入

っ
た

の
は
、

H
月
4
目
の
U
曜

H
午
後

1
時
20
分
ご

ろ

.
「
辞
任
だ
」
と
直

感
し
、

平
河
や
官
邸

な

ど
各

ク
ラ
ブ

へ
の
連
絡
、

写
真
の
手
配
を

し
な
が
ら
、
あ
わ

て
て
タ

ク
シ
ー
に
飛

び

乗

っ
た

幹
部
同
行

取

材

で
地
方
出
張

に
出

て

い

た

.
部

の
記

者

も
と

っ
て
返
し

た
.
取
材

相
手
も
緊
急
事

態
だ

鳩
山
山
紀

夫
幹
事

長

に
い
た

っ
て

は
、
名
占
屋
市

の
ホ
テ
ル

で
当
H
の
早
朝

に

一小
沢

.
郎

の
使

い
」

を
名
乗
る
側
近

か

ら
辞
表
を
受

け
取

っ
た

ば
か
り
.

そ
れ

ぞ

れ
血
相
を
変

え

て
ヒ
京

し
、
午

後

4

時

半

に
ず

れ
込

ん

だ

会
見

に
、
な
ん
と
か

担
当
記
者
全
員

が
追

い
つ

く
あ
わ
た

だ
し

さ
だ

っ
た
.

◇

小
沢
氏

は

「
民
主
党
代
表

の
職
を
辞
す

る
こ
と
を

決
意

し

、
執
行
部
や
同
僚
議
員

に
進
退
を

ゆ
だ

ね

た

一
と

い
う

微
妙

な
表

現
で
辞
意

を
表

明

し
た
。
撤
回

に
含

み
が

あ
る
と
と

れ
な

く
も

な

い
.
だ
が

、
と
か

3
日
間

の
プ

ッ
ツ
ン
劇

場
▼
前
田

直

人

(朝
目
新
聞
社
)

突然の0小 沢流.辞 任会見にカメラのフラ ンシュ

(民主党本部11.4>=朝 日新聞社提供

 

く
穏
や

か
で
な

い
う

わ
さ

の
立

つ
小
沢
氏

の
行
動

予
測

に
は
、
慎

重

に
な
ら
ざ
る
を

得
な
か

っ
た
。

見

逃

せ
な
か

っ
た

の
が
、
「
小
沢
氏

ぱ

参
院
議
員
を
引

き
連

れ

て
離
党

し
て
臼

民

党
と
組

む

つ
も

り
だ
」
と

い
う
見
方
だ
、.

そ
う
な

れ
ば
、

政
局
は

一
気

に
流
動
化
す

る
.
菅
直
人
代

表
代
行

ら
も

「だ
か
ら

こ

そ
結
束

し
て
慰

留
す

べ
き
だ

」
と
説

い
て

慰
留
運

動
を
全

党
的

に
広
げ

た
だ
け

に
、

分
裂
警

戒
は
欠

か
せ
な

か

っ
た
。

も
ち

ろ
ん
政

治
グ

ル
ー
プ
あ
げ
て
の
総

力
取
材

で
、
小

所
帯

の
野
党

ク
ラ
ブ
記
者

た
ち

は
幹
部
を

追

い
か
け
た
。
し
か
し
、

ど

ん
ど

ん
辞
意

撤
回

に
流
れ
、
11
月

6
目

夜

に
記

者
が
伝

え

て
き

た
小
沢
氏
の
言
葉

に
カ
が
抜

け

た
、.
「
本
当

に
恥

を

さ

ら
す

よ
う
だ
が
、
皆

さ

ん
の
意
向
を
受

け

て
ぜ

ひ
、
も
う

一
度

が

ん
ば
り
た

い
」
.

◇

3
目
問

に
わ
た

る

「
ブ

ッ
ツ
ン
劇
場
」

は
、
な
ぜ
か

;
目
春
ド

ラ
マ
」

に
変

わ

っ

た
.、
同
/1

7
0

の
両
院
議
員
懇
談

会

で
小

沢
氏
は

「次

の
総
選
挙

で
民
主

党
政
権
を

実
現
で
き

な
け
れ
ば
、
本
当

に
死

ん
で
も

死
に
き
れ
な

い
」
と
涙
を
見
せ
た
,

議
員

か
ら
万
露

の
拍
f

が
起
き
、
渡

部
恒

.↑.元

衆
院
副
議

長

の
温

か
み
あ
る
あ

い
さ

つ
も

あ
り
、

つ
い

つ
い
感
動
し
て
し
ま

っ
た
記

者
も

い
た
よ
う
だ

.
小
沢
氏
に
さ

ん
ざ
ん

振
り
岡
さ
れ
た

は
ず

な
の
に
…

…
.

と

こ
ろ
が
、

テ

レ
ビ
ジ

ャ

ッ
ク
が
続

い

た
せ

い
か
、

「小

沢
劇
場
」
が

効

果
的

だ

っ
た
の
か
,
民
主

党
支
持
率
は

下
が
る
ど

こ
ろ
か

一
部

で
は
ヒ
が

っ
た
「、
対
岸

の
火

事
を
眺
め

て

い
た
与
党
を
驚
か

せ
、
お
ま

け

に
大
阪
市

長

選

ま

で
勝

っ
て

し
ま

っ

た
..
こ
れ
ま
た

「珍

事
」

で
あ

る
、.

と
も
あ
れ
、
安

倍
前
首
相

に
続

い
て
小

沢
代
表
と
、
党
首

を
次
々
と
お

か
し
く
し

た
逆
転

国
会

の
魔

力
。
「
ひ
げ

を

そ

っ
た

ら
何
か
起

こ
る
」
と
お
び
え

て
野
武
上

み

た

い
に
な

っ
て

い
た
記
者
は
よ
う

や
く

ひ

げ
を
そ

っ
た

が
、
平
穏
な
日

々
が
く

る
と

は
到
底

思
え

な

い
。

ま
え
だ

・
な
お
と

1
9
9
2
年
入
社

山
11
支

局

西
部
本
社
社
会
部
な
ど
を
経
て

07
年
か
ら

野
党
ク
ラ
プ
キ
ャ
ッ
プ
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テ
レ
ビ
報
道

最
優
秀

私

に

と

っ
て

の
リ

ア

ル
な
タ

張

”破
綻
”
の
単
純
化

に
違
和
感

昨
年
、
財
政
破

綻

の
町
と
し

て

「夕
.張

」

は
全
国
的
な

ニ

ュ
ー

ス
と
な

っ
た
。

「白

己
責
任
」
と
単
純

化
す
る
風
潮

に
違
和
感

を
感
じ
た
。

テ
レ
ビ
画
面
に
登
場
す

る

の

は

「
不
幸
な
住

民
」
と

「
悪

い
市
職
員
」

ば

か
り
.
ど

の
チ

ャ
ン
ネ

ル
も

同

じ
よ
う

な
夕
.張
を
映
し
出

し

て
い
た

、

私
は
昨
年
、
夕
張

破
綻
が
連

日
報
道
さ

れ
る
巾
、
4
年
間
勤

め
た
東
東

か

ら
札
幌

に
転
勤
に
な

っ
た
。

久
し
ぶ
り

に
戻

っ
た

北
海
道
は
様
変
わ

り
し

て
い
た

。
夕
張
だ

け

で
は
な
く
、
あ
ち

こ
ち
で
街

は
衰
退
し

て

い
た
。
同
じ

日
本

で
あ
り
な

が

ら
、
中

央
と
地
方
が
逆
、

の
方
向

に
進

み
始

め
、

中
央
も
地
方
も
互

い
に
対
す

る
想
像
力
を

ドキュメンタ リー

石 炭 奇 想 曲

夕張、東京、

そしてベ トナム

失

っ
て

い
る
か

の

よ
う
思

え
た
。

日
本

は

い

っ
た

い
ど

ん
な
国

に
変

質
し
た

の
か
。
夕

張
か
ら
見

え
る
日

本

の
姿
を

描
き
た

い
と
思

っ
た
。
東

▼
後

藤

一
也

〔北
海
道
文
化
放
送
〕

京

か

ら
夕
張

に
流
れ
住
む

か

の
ご
と
く
、

小
型
.ビ

デ
オ
カ

メ
ラ
を
片
手

に
、
夕
張

の

小

さ
な
集
落

に
半
年

間
通

い
続
け
た
。

圏

「石
炭
」
を

キ
ー
ワ

ー
ド
に
取
材

と

こ
ろ
が
、
実
際

に
撮
影

に
入
る
と
、

夕
張

だ

け
に
カ

メ

ラ
を
向

け
て
も
、
な
ぜ

か
日
本
全
体
が
描
け

な

い
気

が
し
た
。
何

か
が
足
り
な

い

の
だ
。

夕
帳

だ
け
を
描

い

て
も

、
東
京

の
人

々
に
は

、
ま
る
で
パ
レ

ス
チ
ナ
報
道

の
よ
う

に
、
遠

い
外
国
の
.不

幸
な

出
来
事

の
よ
う

に
し

か
感
じ
ら
れ
な

い
の

で
は
な

い
か
と

思

っ
た

.

直
感

的

に
、
夕
張

の
過
去

の
象
徴

で
あ

る
石
炭

の
行
方

が
気

に
な
り

、
取
材
を
始

め
た
。

日
本
は
過
去

最
高

の
石
炭
消
費
量

を
記
録

し

て
い
た
..
電

気

の
4
分
の
ー
を

石
炭

が
作
り
出
し
、
電

車

の
4
本
に
1
本

を
石
炭

が
動
か
し

て

い
た
。

H
本
政
府
は

安

い
石
炭
を
求

め

ベ
ト
ナ

ム
に
新
し

い
炭

鉱
を
確

保
し
よ
う
と

し

て

い
た
.
ベ
ト
ナ

ム
に
か

つ
て
の
夕
張

の
よ
う
な
炭
鉱
町
が

出

現

し

て

い
た

。
夕

張

で
失

い
続

け

る

人

々
。
そ

の
生

活

を
外
国

の
出

来
事

の
よ

う

に
想
像
が

つ
か

な
く
な

っ
て

い
る
東
京

の
人

々
。
低
賃

金

な
が
ら
希
望

を
抱

い
て

暮

ら
す
ベ
ト
ナ

ム

の
人

々
。
一
見

全
く

関
係

が
な

い
3

つ
の
場

所
を
「
石
炭
」
と

い
う

キ

ー

ワ
ー
ド
で
見

直
す

と
、
世
界

は
「
石
炭
狂

想
曲
」
と
も

い
え

る
状
況
に
な

っ
て

い
た
。

私
た
ち
日
本

人

は

石
炭
は
過
去

の
も

の
だ

と

い
う
前
提

で

夕
張
を
見
て

い
た

の
に
..

構
成

・
編
集

は

で
き
る
だ
け
視

聴
者

の

想
像

の
余
地
を

残
す

こ
と
を
心

が
け
た
.

2
年
前
、
あ

る

ド
キ
ュ
メ

ン
タ

リ
ー
を

制
作
し
た
時

に

、

上
映
会
や
講
演

に
何
度

か
呼
ば
れ
た
。

こ
の
時
、
視
聴
者

は
同
質

な

マ
ス
で
は
決

し

て
な
く
、
多
様

な
価
値

観
を
持

つ
ひ
と

り

ひ
と
り
の
人

間
な

の
だ

と
初
め
て
気
づ

い
た
。
ド
キ

ュ
メ
タ

リ
ー

は
、
決

し
て
作

り
手

の

一
方
的

な

メ

ッ
セ

ー
ジ

で
は
な
く

、

視
聴
者

の
想
像

力
も
含

め
て
完
結
す

る

の
で
は
な

い
か
,
今

回

の

番
組
は
そ
ん
な

思

い
を
込
め

て
作

っ
た
.

石
炭
を

め
ぐ

っ
て

3

つ
の
場
所

に
生
き
る

人

々
の
人
生
を

交

錯
さ
せ
る
こ
と

で
、
視

聴
者
に
も
う

「
度

、
夕
張
問
題

に

つ
い
て

想
像
し
て
欲
し

い
と
思

っ
た
。

テ
レ
ビ

の
影

響

は
絶
大

で
あ

る

、
夕
張

問
題
に
限
ら
ず

、
テ
レ
ビ
が
描
く
世

界
は
、

遠
く
離
れ
た
場

所

に
住
む
人
間

に
と

っ
て

は
そ
れ
が
現
実

に
な

っ
て
し
ま
う

..
ま

し

て
ど
の
チ

ャ
ン
ネ

ル
も
同
じ
よ
う

な
映
像

が
流
れ

て
い
る

現
状

で
は
、
な
お
さ

ら
だ

と
思
う
。

し
か
も
、
全
国
ネ

ッ
ト
で
流
れ

る
地
方

の

ニ
ュ
ー

ス
は
、
す

べ
て
東
京

の

キ
i
局

の
視
点

で
取
捨
選
択

さ
れ
た
も

の

だ
。

テ
レ
ビ
が
作
り
出
す
現
実

は
、
あ
ま

り
に
均
質
的

で
単
純

に
な

っ
て
は
い
な

い

だ
ろ
う
う

か
。
そ
れ
を
見
た
視
聴
者
は
実

世
界

の
現
実
さ
え
、

つ
ま
ら

な

い
も

の
に

感

じ
か
ね
な

い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

■
辺
境

か
ら
個
人
の
眼
差
し

で

ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー

の
現
場

に
い
る
と

世
界

は
そ

ん
な
に
単
純

じ

ゃ
な

い
と

い
う

思

い
に

い
つ
も
か
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
私

が
描

い
た
夕
張
が
正

し

い
現
実

の
夕
張
と

い
う

わ
け

で
は
な

い
.

あ
く
ま

で
も

「
私

に
と

っ
て
の
リ

ア
ル
な
夕
張
」

で
あ
り
、

私

の
個

人
的
な
ま
な
ざ

し

で
捉
え
た
夕
.張

の

[
面

に
過
ぎ
な

い
。

し

か
し
、

テ
レ
ビ

の
中

の
現
実
が
こ
れ

ほ
ど
均

質
的
に
な

っ
て

い
る
今
、
中
央

メ

デ
ィ

ア
で
は
な
く
辺
境

か
ら
個
人

の
ま
な

ざ
し

で
ド
キ

ュ
メ

ン
タ
リ
ー
を
作
り
続
け

る
意
義

は
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
最
近
感

じ

て

い
る
。
そ
れ
が
、

テ
レ
ビ

の
中

の
現

実

を

少

し

で
も
複

雑

で
豊

か

な
も

の

に

し
、
視

聴
者
を
挑
発
す

る
こ
と
に

つ
な
が

る

の
か

も
し
れ
な

い
の
だ

か
ら
。

ご
と
う

・
か
ず
や

地
方
紙
を
経
て

1
9
9
8

年
入
社

東
京
支
社
報
道
部

06
年
報
道
制
作
局

フ
ジ

テ
レ

ビ

の
深

夜
番

組

「
F

N
S
ド

キ

ュ
メ

ン
タ
リ

ー
大

賞

」

で

一
月

末

ま

で

に
放

送

予
定

(放

送

日

は

フ
ジ

テ
レ
ビ

の
ホ

ー

ム
ペ
ー
ジ

に

)

{6)
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ワ

リ

ー

ド

・
マ

ハ

ム

ー
ド

・
ア

ブ

デ

ル

ナ

ー
セ

ル

駐

日

エ
ジ
プ

ト
大

使

▼

”
地
域
の
安

定
剤
ウ
と
し
て

ナ
イ

ル
川
と
ピ

ラ
ミ

ツ
ド

,

エ
ジ
プ
ト
は

日

本
人

に
と

っ
て
、

ア
ラ

ブ
世
界

の
代
表

国
家

で

あ
り
続
け
る

10
月

に

着
任
し
た
新
大
使

は
昨

年

ま

で
駐

米

次

席

大

使
、

エ
ジ
プ
ト
外
交

に

と
り
、
重
要
な
日
米
両

国
を
続

け
て
担
当

す

る
こ
と

に
、
着

任
早

々
か
ら
張
り
切

っ

て

い
る
と
聞
く
。

「
エ
ジ
プ
ト

の
役

割

は
地
域

の
安
定
剤
.

た
だ
し
、
口
本
や
米
国

、
欧
州
連
合

(E

U

)
と

の
協
調
な
し

に
は
、
そ
の
役
割
を

堪

た
せ
な

い
」。

イ

ラ
ク
戦
争
、
イ

ス
ラ

エ
ル
ー

パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争

、

レ
バ
ノ
ン
危

機
、
イ

ラ
ン
核
疑
惑

、

ク

ル
ド
問
題
…
火

ダ
ネ

の
絶
え
な

い
中
東

地
域

で
、

エ
ジ
プ

ト

の
存
在
感

と

政

治

力

は

頼

み

の
綱
だ

が
、
サ

ウ
ジ

ア
ラ
ビ

ア
な
ど
湾
岸
産
油

国

の
声
が

一
段
と
強
ま

る
に

つ
れ
、
相
対
的

な
地
盤
沈
下

の
印

象
も

.41
定

で
き
な

い
。

そ

の
点
を
司
会

の
脇
委

員

に
質
問
さ
れ

る
と

、
「
中
東

も

ア
ラ
ブ

世
界
も

50
年
前

と

は
違
う
、
経
済
も
多

様
化
し
た
.、
多

く

の
国

に
活
躍

で
き
る
場

が

で
き
た
が
、

エ

“

・
1

(衣

、
記
者
会

見

司
会

脇

権
..

委

員

通
訳

池
田
薫

出
席

28
人

ジ

プ

ト

に

し

か

切

れ

な

い

カ

ー

ド

が

あ

る

」
、

レ

バ

ノ

ン

、

ス

ー

ダ

ン

・
ダ

ル

フ

ー

ル
危
機
を
は
じ
め

,
縁

の

下

で
力
を
尽
く
す

同
胞
外
交

官

の
努
力
を
強
.調
し
た
。

新
大
使
は
ジ

ュ
ネ

ー
ブ
駐

在

を

10
年
務
め
、
外
務
大
臣

官

房

で
ア
ジ

ア
地
域
を
担
当

し

て

い
る
、
日
本

で
長
期
駐

在

は
初

め
て
,
前

任

の
バ
ド

ル
大
使
が

エ
ジ

プ
ト
外
務
省
き

っ
て
の
日

本
通
で
知

ら
れ

た

の
に
対
し
、

オ
ー
ル

・

ラ
ウ
ン
ド
型

の

ベ

テ
ラ
ン
外
交

官

ら
し

い

持
ち
味
を

期
待

さ
れ
る
.

「
エ
ジ
プ

ト
も

H
本
も

.占

代
国
家

〃、

つ
ま
り
何

千
年

も
存
在
し
て
き

た
..
だ
か

ら
、
地
域

で
力

を
発
揮

で
き
る
」
と
大
使

は
述
べ
る
。
確

か
に
、
拠
り
所

と

な
る
相

手
国
を
欠

く
と

、

.
国

の
地
域

外
交

は
機

動
性
を
失

う
。

そ

の
点

で
、

ア
ラ
ブ
、
ア

フ
リ
カ
地

域

で
重
き
を
な
し
、
イ

ス
ラ
ム

文
明

の
代

表
国

家

、
観
光
大
国
、
教
育

・

人
材
交
流

の
キ

要
相
手
国
と
し

て
、

エ
ジ

プ
ト

の
位

置
づ

け
を

い
ま

【
度
、

と
ら
え

直
し
て
ほ
し

い
、、
新

大
使

の
メ

ッ
セ
ー
ジ

を
そ
う
受

け
と

め
た
、.

読
売
新

聞
調

査

研
究
本
部
屯
任

研
究
員

池
村

俊
郎

ふ

る

や

じ
ゅ
ん

古
矢

旬

東
京
大
学
教
授

11

・
2

歪

一
研
究
会

「
ア
メ

リ
カ
の
底
流
、ヴ
.

ア
メ

リ
カ

の

政

治

思
想

再
確
認

.

司
会

中
舛
良
則
委
員

出
席

88
人

▼
ヒ

ラ
リ
ー
・ク

リ

ン
ト

ン
優
位

の
背

景

ブ

ッ
シ

ュ
大
統
領

の
後
継
者
を
決
め
る

米
大
統

領
選
挙

ま
で
あ
と

1
年
。
初

の
女

性
大
統

領
を
目

指
す

ヒ
ラ
リ
ー

・
ク
リ

ン

ト

ン
上
院
議
員

を
中
心

に
し
た
選
挙
戦

の

行
方

に
興
味
は

尽
き
な

い
、
昨
年

の
中
間

選
挙

で

の
民
主

党

勝
利

で
、
「
米
国

の
政

治
は
保

守
か
ら

リ
ベ

ラ
ル

へ
大
き
く
転
換

し
た

」
と

の
指

摘
も
な

さ
れ
た
が
、
本
当

に
そ
う

な

の
だ

ろ
う

か
デ

ニ

ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
以
降

の
米

国
政
治

の

底
流
を

研
究
す

る
占
矢
教

授
は

「
グ

ラ
ス

ル
ー

ツ
で
世
論

の
大
き

な
変
化

が
あ

っ
た

わ

け

で
は
な

い
」

と

し

て
、
コ何
十
年

に

一
度

の
大
変
化

を
起

こ
し
た
と

は
思
え
な

い
。
む

し
ろ
保

守
的
な
潮

流
は
徐

々
に
し

か
変

わ

っ
て

い
な

い
」
と

分
析
す
る

、

こ

こ
ま
で
の
選
挙
戦

で

の
ク
リ
ン
ト

ン

氏

の
優
位
に

つ
い
て
も

、
古
矢
教
授
は

リ

ベ
ラ
ル
路

線

で
は
な

く
、
中
道

路
線
を
取

っ
た

こ
と

が
奏
功

し

て

い
る
と

み
る
、

確
か
に

「
前
世
紀

の
真
ん
中

に
、

ア
メ

リ
カ
の
中

央

で
、
中
産
階
級

の
家

に
生
ま

れ
た

」
と

「
ミ
ド

ル
」
を
強
調
す

る
ク
リ

ン
ト

ン
氏
は
、
保
守
的
な
...面
葉

で
リ
ー
ダ

ー
シ

ッ
プ
を
語

る
場

面
が
目
疏

つ
、.

占
矢
教
授

に
よ
る
と
、
そ
れ

は

ラ
イ
バ

ル
の
オ
バ

マ
上

院
議

員
の
お
か

げ
だ
と

い

う
.
,
黒

人
と

い
う

こ
と
も

あ

り
、

オ
バ

マ
が
左

に
立

っ
て
く
れ

て

い
る

お
か

げ

で
、
ク
リ

ン
ト

ン
は
安
心
し

て
中
央

に
動

い
て
活
動

で
き

る
.
も
し
オ

バ

マ
が

い
な

け
れ
ば
、

ク
リ

ン
ト

ン
は

”
転

向
”
と

い

う
こ
と
を
言

わ
れ

る
、
今

の
ク
リ

ン
ト

ン

の
成
功
を
助

け

て

い
る
の
は
、

皮
肉
な

こ

と
に
、
前

半

で

の
オ
バ

マ
の
成

功
」
と
、

教
授
は
語

る
。

ル
ー
ズ

ベ

ル
ト

の
ニ
ュ
ー

デ

ィ
ー
ル
連

合
は
、

レ
ー
ガ

ン
革
命

で
形
成

さ
れ
た
保

守
連
合

に
と

っ
て
代
わ
ら
れ
、

そ

の
流
れ

は
ブ

ッ
シ

ュ
現
政
権
ド
の
保
守

主
義

へ
と

連
な
る
。
「
思

想

的
対
抗
軸

の
な

い
純
化

さ
れ
た

レ
ー

ガ

ニ
ズ

ム
」
(古
矢

教

授
)

と
位
置
付
け

ら
れ

る
現
在

の
保

守
主
義
が

次

の
大
統
領

を
選

ぶ
過
程

で
ど

う
変
わ

つ

て

い
く

の

か
、

目

を
凝

ら
す

必

要

が
あ

る
。共
同
通
信

外
信
部
次
長

沢

井

俊
光

〔7.1
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ク

リ

ス
ト

フ

ァ
ー

・ヒ

ル

米

国
務

次

官

補

H

・
3

[L

)
記
者
会
見

司
会

舶
橋
洋

一
委
貝
長

通
訳

池
田
薫

森

岡
幹
r

出
席

凶
人

写
貞

11
朝

11
新
聞
社

▼
職

業

外
交

官

の
自

負

日
本
は
何
囲
も
訪

れ
て

い
る
が
、

ク
ラ

ブ

の
記
者

会
見
が
初
め
て
実

現
し

た
。
休

[
だ

っ
た
が
、
関
心
は
高
く

、

ワ
シ
ン
ト

ン
特
派
員

の

「
ヒ
ル
番

」
同
行

記
者

や
外

国
プ

レ
ス
も
熱
心
に
質

問
し
た
..
ナ
シ

ョ

ナ

ル

・
プ
レ

ス
ク

ラ
ブ
と

し
て

の
役
割
を

目
本
記
者

ク

ラ
ブ
が
発
揮

で
き

た

、

ヒ
ル
氏

が
6
力
国
協
議
を
担

当
す

る
よ

う

に
な
り

、
米
国

の
北
朝
鮮
外

交

は
対
立

か
ら
宥
和

に
転
換
し
た

と
批

判
さ

れ
る
.

と
り
わ
け
、
拉
致
事
件

で
北
朝

鮮
を
信
用

し
な

い
H
本
で
は

「北

に
ま

た
だ
ま

さ
れ

る

の
で
は
」
と
警
戒
心

が
先

に
寛

つ
.

だ
が
、
ヒ

ル
氏

の
立
場

は
、

外
交

に
よ

る
北
朝
鮮

の
非
核
化

は
可
能
だ

し
、

そ
れ

を
追
求
す

る
し
か
な

い
、
と

い
う
も

の
だ

ろ
う
。
そ
れ
も

ブ

ッ
シ

ュ
政
権

の
任
期
中

に
、
と

い
う
締

め
切

り

が
あ
る
.

こ
ん
な
答
え

が
印

象

に
残

っ
た
、.

「
何

か
を
得
よ

う
と

す

れ
ば
、
何

か
を

与
え
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
.、
こ
れ
は
交
渉

だ
、、
タ

フ
な
交

渉
だ

.
私

は
外
交
官
と

し

て
何
度
も

や

っ
て
き

た
。

こ
れ
ほ
ど
難

し

い
も

の
は
な
か

っ
た
が
」

「
関
与

を
続
け

る

こ
と

が
と

て
も
必
要

だ
.、
も
し
外
交

プ

ロ
セ
ス
か
ら
手
を
引
く

と

い
う

の
な
ら
、
ど

こ

へ
'岡
か
う

の
か
を

尋
ね
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
、

目
標
を
達
成

す
る
私
た
ち

の
戦
略

は
外
交
活
動
だ

一

「
外
交

政
策
に

お

い
て

私
は
プ

ラ
グ

マ

テ

ィ
ス
ト
だ
し
、
そ

れ
を
誇

っ
て
い
る
,

こ

の
ゲ
ー

ム
を

30
年

や

っ
て
き

た
」

ま
と
ま
れ
ば

歴
史

に
残

る
外
交

の
勝
利

と
称

賛
さ
れ
、
失
敗

す

れ
ば

「
や
は
り
甘

か

っ
た

」と
非

難

さ
れ
る
.、
で
も
、

私
た
ち

が
騒

ぐ

ほ
ど

に
は
、
本
人

は
楽
観

的

に
も
悲
観
的

に
も
な

っ

て

い
な

い

の
だ

ろ
う
.

意
外

に

淡

々
と

、
職
業

外
交
官

の
命
じ
ら

れ
た
職

務
と

し

て
対
北
朝
鮮
交
渉

を
重
ね

て
き

て

い
る
よ
う
な
気
が

す

る

.

毎

日
新
聞
論

説
副
委
員
長

中
井

良
則

し
の
は
ら

な
お
ゆ
き

篠
原

尚
之

財
務
官

▼
金
融
市
場
混
乱

自
律
的
調
整

へ

肢
代
財

務

官

に
は

個
性

の
強

い
人

が
多

、
、一
'里
量

し

、ヌ
{
童

マ
フ
で
ア

と

い
え
ば

海

千
山
千

の

つ
わ
も

の
揃

い
だ

日
本

の
.言

い
分

を

通
し

て

い
く

た

め

に

は
、
出
過
ぎ

る

ぐ
ら

い
で
な
け

れ
ば
務
ま

ら
な
か

っ
た

こ
と
は
間
違

い
な

い
..
7
月

に
財
務
官

に
就

い
た
篠
原
氏
も
個

性

は
強

い
も
の

の
、
市

場
を
無
理
矢

理
ね
じ
伏
せ

る
と

い

っ
た
考

え
方

は
持
ち
合

わ
せ

て

い

な

い
、
市
場
重

視
派

で
あ
る
.
為

替
市
場

介
人
も

「
乱
高

下
を
な
だ
ら
か
に
す

る
ぐ

ら

い
の
こ
と

」

と
、
市
場
の
自

己
調
整
能

力
に
信
を
置

く

,

渡

辺
博
史
前

財
務
官
時
代

に
為

替
市
場

介
人
は
ゼ

ロ
だ

っ
た
が
、
篠
原
時

代
も
円

売
り
介
入

の
場

面
は
ま
ず
な
さ
そ

う
だ
.、

こ
う
し
た
考
え

方
は
、
旧
国
際
金

融
局
、

国
際
局

で
総
務

課
長
、
次
長
、
局

長
と
要

職
を
歴
任
し
、

国
際
機
関
も
経
験
す

る
中

n

・
5

「月

へ

.記

者

会
見

司

会

小
此
叡
潔
委

員

出

席

η
人

で
、

お

の
ず
と
身
に
付

い
た

の
だ

ろ
う
.、

10
月

19
日
の
先
進

7

力
国
財
務
相

・
中

央
銀
行

総
裁
会
議

(
G
7
)
は
、
時
節
柄
、

米
国

の
サ
ブ
プ

ラ
イ

ム

ロ
ー

ン
問
題
や
そ

れ

に
端

を
発
し
た
金

融
市
場

の
混
乱
が
最

大

の

テ
ー

マ
だ

っ
た
。

そ

の
点

に
関

し

て
、
篠

原
氏
は
明
快

で
あ

る
,

「
住

宅
市

場

の
調
整

に

は
相
当

の
時

間

が
必
要

だ

.
し
か
し
、
金
融
市
場

の
混
乱

収

束

に
は
そ
う
時
間
は
か

か
ら
な

い
」
と

い
う
、.
サ
プ
プ

ラ
イ

ム

ロ
ー

ン
を
組
み
込

ん
だ
証

券
化
商
品
は
そ
う
多
く

は
な

い
か

ら
と

い
う
が
、
市
場

は
自
律
的

に
調
整
す

る
と

い
う
信
念
が
根
底

に
あ

る
が
故

の
発

.百
だ

ろ
う
,

産
油

国
な
ど

の
政
府

が
余
資

で
組
成

し

て

い
る

ソ
プ
リ
ン

・
ウ

エ
ル

ス

・
フ
ァ
ン

ド

の
規

制

に

つ
い
て
も

、
「
ど

こ
か
抑

え

込

も

う

と
す

る
と
副

作

用

の
方

が
大

き

い

」
と

い
う
疏
場
だ
.、
「市

場
は
足

の
速

い
資
金

、
足
の
遅

い
資

金
な
ど

い
ろ

い
ろ

あ

っ
て
弾
力
性
が
出

る
」
と

い
う
発
言
も

市

場
重

視
論
者
な
ら
で
は

の
も

の
だ
.、

来
年

の
洞
爺
湖
サ

ミ

ッ
ト

に
向

け
、
篠

原

氏
が

匿
界

の
不
均
衡

是
正

や
投
機
資
金

規
制

で
ど

の
よ
う
な
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発

揮
す

る

の
か
注
目
し
た

い
.、

毎

日
新
聞
論
説
委
員

今
松

英
悦

監811
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へ

お

お

た

あ

き

ひ
ろ

太
田

昭
宏

公
明
党
代
表

▼
中

選
挙

区
制

復

活
論

に
熱

弁

福

田
首
相

〔白

民
党
総
裁

)
と
民
主
党

の
小
沢
代
表
と

の
問

で

「大
連
立

一
構
想

を
前

提
に
政
策
協

議

に
入
る
こ
と

で
合
意

し
な
が
ら
、
民
主

党
役
員
会

の
、反
対

で
挫

折
ら
小
沢
代
表

が
引
責
辞
任

を
表
明

し
、

さ
ら
に
辞
意
を
撤

回
す

る

。

こ
う

し

た

…
連
の
騒
動

の
直
後
と
あ

っ
て
、
公

明

党

の
太
田
代
表

の
登
場
は
、
絶
妙

の
タ
イ

ミ
ン
グ
に
な

っ
た
、

公
明
党
は
、

大
連
立
を
支
持
で
き

な

い

の
で
は
な

い
か

.一
党

の
埋
没
に

つ
な
が
る

の
で
は
な

い
か

.一

会
場
は
、

こ
う
し

た
質
問
を
心

の
中
に

用
意
し
て

い
た

は
ず

だ

、

こ
れ
に
対

し
、
太

田
氏

は

「
党
首
会

談

を

評
価
し
た

い
」
と

明
言
し
た
。

そ

の
理
由

と

し

て
、
「衆
参

ね
じ

れ
国

会

の
中

で
政
策

を
実

現
し
て

い
く
た

め
に

11

・
7

一水

一
昼
食
会

,吋
会

渡

辺
興

劇
珂
,

倉

亜
篤
郎
委

員

出
席

隠
人

は
、
与
野
党

の
合
意
形
成
を

図
る
必
要

が
あ

る
、
選

択
肢

の
ひ
と

つ
が
今
回

の

党
い目
会
談
、

大
連
疏
だ

っ
た
L
と
説
明

し
た

L

党

の
存
在

感

に
つ
い
て
も
、
仮
に
大

連

立

に
な

っ
て
も
政
権
中
枢

に
公
明
党

の

「
庶
民

の
視
点
」
が
あ

る
こ
と
に
な

る
、
と

そ

の
意
義
を
強
調

し
た

そ
れ

は
建
前

に
過
ぎ
な

い
の
で
は
な

い

か
、
と

思

っ
た

通
り
、
太
田
氏

の
真
意
は

そ

の
後

の
質
疑

で
判
明
す
る
。

太

田
氏
は

今
の
選
挙
制
度

の
ド
で
、

大
連
立

が
実

現

す
る
か
ど
う

か
は
、
民
主

党
が
な

か
な
か

難
し
か

ろ
う

一
と
読

み
、

ま
ず
実

現
性
を

疑

っ
て

い
た

の
だ
。

さ

ら
に
、
最

も
熱
弁
を

ふ
る

っ
た
の
が

衆
院

の
中
選
挙

区
制
復
活
論

だ

っ
た
、

「
大

連
立

を
溝

想

し

て

い
る
方

た
ち

は

中
選
挙

区
制
を

含
ん
で
構
想

を
示
し
て
き

て

い
る
、
人

の
要
素
を
人

れ
た
比
例
代
表

と

い
う
意
味

で

の
中
選
挙
区

制
、
政
策

の

勉
強

、
蓄
積
が

評
価
さ
れ
る
中
選
挙
区
制

を
ぜ

ひ
実
現
し

た

い
」

太

旧
氏
は
、

今
度

の
大
連

立
構
想
を

、

定
数

3

の
1
5

0
中
選
挙
区

と

い
う
年

来

の
主

張
を
再
び

唱
え
る

い
い
機
会
、
と

と

ら
え

た

の
だ

ろ
う
.

読

売
新
聞
編

集
局
次
長

小
田

尚

し

も
と
ま

い

の

ぶ

お

下
斗
米

伸
夫

法
政
大
学
教
授

▽

90
年

の
時

空

を

超

え
縦

横
な

概

論

ロ
シ
ア
社
ム
ム
・王
義

革
ム叩
90
周
年

記̀
A心
目

に
当

た
る
11
月

7

目
、

レ
ー

ニ
ン
か
ら

プ

ー

チ

ン
、
そ
し

て
ポ

ス
ト

・
プ
ー
チ

ン
ま

で
を

豊
畠
な
知

識

と

ユ
ニ
ー
ク
な
歴
史
観

に
沿

っ
」
、
90
年

の
時
空
を
超

え

て
縦

横

に
語

っ
」
も
ら

っ
た
.一

「
1
9

1
7
年

の
ボ

ル
シ

ェ
ビ

キ

革

命

を
主

導
し
た
グ

ル

ー
プ

は
、
ピ

ョ
ー
ト

ル

大
帝

の
ロ
シ
ア
.止
教
会
改
㌍

に
抵
抗
し

た

占
儀

式
派
の
流
れ

を
汲
む
人
た
ち
だ
.

最

初

に
ソ
ビ

エ
ト

〔会
議

)
が
誕
生
し

た

モ

ス

ク
ワ
東
部

の
イ

ワ
ノ
ボ
は
占
儀
式
派

の

拠
点

だ

っ
た
.

ロ
シ
ア
革
命

は
労
働
蓄

・

農

民

の
革
命
と

い
う

よ
り
、
隠
れ
キ

リ

シ

タ

ン
に
似
た
古
儀

式
派

の
影
響
が
あ

る

」

と

の
指
摘
は
興
味

深

い
.

ソ
連
時
代

の
モ

ロ
ト

フ
外
相

や
イ

デ
オ

ロ
ー
グ

の

ス
ー

ス

ロ

フ
ら
も
占

儀
式

派
と

関
係

が
あ

っ
た
と

い

う
、
占
儀

式

派

は

「
土

地

は

11

・
7

〔水

一

研

究

会

ロ

シ

ア

6

ロ
シ

ア

政

治

.離

論

.

司

へ
石

占呂
旧

議

.
風
ズ
員

出

席

86

入

神
の
も

の
」
と
み
な
し
て
お
り

、
ソ
連
解
体

後
に
資
源

纂
徐
を
図

っ
た

オ
リ
ガ
ル
ヒ
〔新

興
財
閥

)
は

こ
の
流
れ
に
反

し
た
の
だ

.

旧

ソ
連

と
現
在

の
ロ
シ

ア

の
比
較
に

つ

い
て
、
「
閉

鎖
型

ソ
連

時

代

の

エ
リ
ー
ト

序
列

は
、
軍
:

農

・
鉱

・
商

の
順
で
、

い

わ
ば

.
十
農

工
商

〃
だ

っ
た

が
、

エ
ネ

ル

ギ
i
主
導

の
現
在

の
ロ
シ

ア
は
、
鉱

・
金

融

・
軍

・
農

の
格
付
け

に
変

わ

っ
た
」
と

の
分
析

も
な

る
ほ
ど
と
思

わ
せ
た
..

ソ
連

・
ロ
シ

ア
の
指
導
昔

が
必
ず
前
任

者
を
批
判
な

い
し
否
定
し

て
き
た
経
緯

に

触
れ
な
が

ら
、
プ
ー
チ
ン
が

エ
リ

ツ
ィ
ン

前

政
権

を

反
面

教
師

に

し

た

実

態
を
紹

介
.
「
ゴ

ル
バ
チ

ョ
フ
、

エ
リ

ッ
ィ
ン
時

代
と
違

っ
て
、
石
油
価
格
高

騰

に
恵
ま
れ

た
プ
ー

チ
ン
は
幸
運
な
改
革

派
..
統
治
は

成
功
し
た
と

位
置
付
け

ら
れ

る
」
と
評
価

し
た
、.

そ

の
プ

ー
チ

ン
は

今
、

「今

年

の
大

統

領
教
書

で
産
業
政
策
を
重

視

し
た
。
資
源

依
存

の

[,北

の
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ

ア
.
か
ら

の
脱
却
を

狙
う
」
と
分
析

-、
プ
ー
チ
ン
後

に

つ
い
て
は
、

い
く

つ
か

の
選
択
肢
を
挙

げ
な
が

ら
、

「来
年

5
月

の
大

統
領
退
陣

を
も

っ
て
プ

ー
チ
ン
時
代

が
終
わ
る
と
は

い
え

な

い
」
と
締
め
く
く

っ
た
.、

時
事

通
信
外
信
部
長

名
越

健
郎

1:9
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み

た

ら

い

ふ

じ

お

御
手
洗

冨
士
夫

日
本
経
団
連
会
長

▼
現
実
的
方
策
と
し
て
大
連
立
を
評
価

絶
妙

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
会
見
に
な

つ

た
。
福
田
康
夫
首
相
と
の
党
首
会
談
で
連

立
協
議
に
踏
み
込
ん
だ
民
主
党
の
小
沢

一

郎
代
表
が
、
辞
意
表
明
か
ら
辞
意
撤
回
へ

と
揺
れ
動

い
た
直
後
で
あ
る
。

「
小
沢
代
表
が
連
立

の
問
題
を
出
し
た

の
は
、
政
治
家

の
責
任
と
し
て

(国
政
の

停
滞
の
)
解
決
に
乗
り
出
し
た
と
い
う
こ

と

で
高
く
評
価
す

る
。

残
念
な

が
ら
、
大
連
立

は
消
え
た

が
、

こ
れ
を

契
機

に
政
策
協
議

の
機

運
が
出

て
き
た
」

こ
う
受
け
止

め
る
の

は
、
「
国

会

は
ね

じ

れ

状
態
だ
が
、
日
本
が
直
面

す
る
諸
課
題
を
解
決
す

る
に
は

、
政
治

の

リ
ー
ダ
ー

シ

ッ
プ
が
欠

か
せ
な

い
」
と
考

え
、
現
状
を
打
開
す
る
現
実

的
な
方
策
と

し
て
連
立
を
と
ら
え
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

昨
年

5
月
に
経
団
連
会
長

に
就
任
し

て

18
力

国
を
訪

問

し
、
「各

国

が
自

国

の
競

争

力

強

化

に
懸
命

な

の
を

つ
ぶ

さ

に
見

た
」
。

「世

界

の
成
長
競
争

の
中

で
、
日
本

は
少
し
ず

つ
ず
り
落
ち

て
い
る

の
で
は
な

い
か
と
焦
燥
感
を
覚
え
る
」
と

い
う
。

11

・
8

〔木
)
昼
食
会

司
会

住
田
良
能
理
事

長
谷
部
剛
委
員

出
席

即
人

コ

人
当
た
り

の
所
得
で
み
た
ら
、
日

本
は
今
や
先
進
国

の
中
で
並
み
の
国
だ
」。

「
イ
ノ
ベ
!
シ
ョ
ン
を
加
速
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
し
て
、
研
究
開
発
投
資
減
税
の

拡
充
や
法
人
税

の
引
き
下
げ
な
ど
の
必
要

性
を
訴
え
た
。
社
会
保
障
問
題
で
は

「
基

礎
年
金
の
全
額
税
方
式
も
選
択
肢
に
入
れ

て
議
論
す
べ
き

で
、
年
明
け
早
々
に
も
年

金
改
革
に
つ
い
て
の
経
団
連
の
考
え
方
を

世
に
問
い
た
い
」
と
述
べ
た
。
最
終
的
に
は
政

治
が
鍵
で
、
御
手

洗
会
長
自
身
も
認

め
る
と
お
り
国
民

の
理
解
を
得
ら
れ

る
か
ど
う
か
に
か

か

っ
て
い
る
。

会
長
を
務
め
る

キ
ヤ
ノ
ン
は
朝
日
新
聞
に
企
業
広
告

の
掲

載
を
止
め
て
い
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
の

質
問

に
は
、
「
三肖
論

の
自
由
が
ど
う
の
こ

う
の
の
問
題
で
は
な

い
。
企
業
広
告
は
企

業
イ
メ
ー
ジ
を
上
げ
る
た
め
で
、
相
乗
作

用
が
あ
る
場
所
か
相
殺
作
用
が
あ
る
場
所

か
、
ど
ち
ら
に
出
す

の
か
と
い
う
効
率

の

問
題
だ
」
と
答
え
た
。

日
本
経
済
新
聞
特
別
編
集
委
員
兼
論
説

委
員

森

一
夫

ミ

ハ
イ

ル

・
M

・
ベ

ー

ル

イ

駐

日

ロ
シ

ア
大
使

▼
3

つ
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

か
ら
の
脱
却

ベ
ー
ル
イ
氏
が
駐

日
ロ
シ
ア
特
命
全
権

大
使

に
着
任

し
て
約

10
カ
月
。

日
本
記
者

ク
ラ
ブ

で
の
初
会

見

の
機
会
を

「名
誉
」

と
表

現

し
た

の
も
、
あ
な
が
ち
社
交
辞
令

で
は
な

か

っ
た

の
か
も
し
れ
な

い
。
と
か

く

ロ
シ
ア
が

マ
イ

ナ
ス
イ

メ
ー
ジ

で
日
本

メ
デ

ィ
ア
に
登

場
す
る
こ
と
が
多

い
と
実

感

し

て

い
た

の
だ
ろ
う
。
「
ロ
シ

ア
の
客

観
的
情

報
を
伝
え

る
の
が
私

の
任
務
だ
」

と

述

べ
、
「
三

つ

の
ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ

か

ら

の
脱

却
」
を
強

く
訴
え

た
。

「
ロ
シ

ア
は

か

つ
て
の
全
体
主

義

ソ
連

と
何

ら
変
わ

ら

な

い
」

「
ロ
シ

ア
は
今
も

先
進
国

か
ら

の
経

済
協
力
を

必
要
と
し
て

い
る
」

「新

し

い

ロ
シ

ア
は
帝
国

的
政
策

に
戻

っ
て
い
る
」
-

。
大
使

は
、
こ
れ

ら

の

ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ
が
今
も

残
り
、

い

ず

れ
も
根

拠
な
く
考

え
ら
れ
た

も

の
だ
と

解

説

し

た
。
そ

の

概
要
は

こ

う

だ
。
ソ
連
崩

11

・
12

(月
}
昼
食
会

金
平

旋
紀
理
事

宮

田
謙

一
委
員

通

訳

吉

岡
ゆ
き

出
席

71
人

壊
後

、
90
年
代

の

ロ
シ
ア
は
痛

み
の
伴

う

制
度

改
革
の
渦
中

に
あ
り
、
弱

っ
た
国

だ

っ
た
。

つ
ら

い
時
期

に
は
外

か
ら

の
支
援

も
必

要
だ

っ
た
。

や

っ
と
今
、
経
済
的

に

も
体

力
を
回
復
し
、
安
定
を
取
り
戻
し

、

国
益

を
守
り
、
国
際
社
会

で
し

っ
か
り

と

し

た
地
位

を
占

め

ら

れ

る
よ
う

に
な

っ

た
。

そ
の
こ
と
が
、
帝
国
的
復
活
と
言

い

換
え

ら
れ
て

い
る
ー

。

大

使
は
ま
た
、

ロ
シ
ア
は
武
力
行

使
決

定

の
鍵
を
国
連

に
置
く
が
、

一
部

の
大
国

は

一
極
支
配
を
試

み

て
世
界
を

不
安
定

化

さ
せ

た
と
指
摘
し

、
イ

ラ
ク

の
例
を

挙
げ

て
暗

に
米
国
を
批

判
し
た
。
言
論

の
自

由

が
後
退

し
た
と

の
西
側
か
ら

の
批
判

に

つ

い

て
も
、
「あ

ら
か

じ

め
作

っ
た
結

論

に

事

象
を
当

て
は
め

て

い
く
や
り
方
だ
」

と

反
論
。
自
由
だ

っ
た
と
言
わ
れ
る
90
年

代

の

マ
ス

コ
ミ
の
実
態

は
、
質
的

に
も
責
任

感

の
面

で
も
問
題

が
あ

っ
た
と
述

べ
た
。

日

ロ
の
領
土
問
題

で
は
、
相
互

に
受

け

入
れ
可
能
な
解
決
策
を
訴
え
、

こ
こ
で
も

マ
ス

コ
ミ
の
影
響
力

に
言
及
し
た
。
質
疑

応
答

も
含
め
昼
食
会

は
予
定
を
30
分
近
く

も

オ

ー
バ
ー
。

「
ロ
シ

ア
の
伝
道

師

」
と

し

て

の
使
命
感
は
見
え
た
気
が
し
た
。

朝

日
新
聞
外
交

・
国
際
グ
ル
ー
プ
次
長

副
島

英
樹

(10)
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ウ

ィ

リ

ア

ム

・
C

・
ラ

ム

ゼ

ー

l

E

A

事

務

次

長

▼
C
O
2
削
減

こ
の
10
年
が
大
切

ラ

ム

ゼ

i

I

E

A

事

務

次

長

は

「
も

う

時

間

が

な

い

-
・お

し

ゃ

べ

り

は

こ

れ

く

ら

い
に
し
て

ア
ク

シ

ョ
ン
を
起

こ
す
時
だ
」

と
締
め
く
く

っ
た

-

I
E
A
が

こ
の
ほ
ど
ま
と
め
た

、世
界

の

エ
ネ

ル
ギ
ー
見

通
し
2
0
0

7

一
に
よ

る
と
、
中
国

・
イ

ン
ド
な
ど
新

興
工
業
国

の
急
成
長
を
主
な

理
由
と
し

て
、
2
0
3

0
年

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
需
.要
と

エ
ネ

ル
ギ
ー

関
連

の
二
酸
化

炭
素

(C
O
2
)
排
出
量

は

い
ず

れ

も

現

在

よ
り

50

%
以

ヒ

増
大

し
、
気
候
変
動
と

エ
ネ
ル
ギ

ー
安

全
保
障

へ
の
不
安

は
高

ま

る
。
「
こ
れ

は
持
続
不

可
能

」
(事
務
次

長
)
な
の
は
当

然
だ
.

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
毎
年

1

・
8
%
伸

び
、
30
年

に
は

05
年
比
[oo
%
増
え
る
。
増

加
分

の
45
%
を
中
国

・
イ

ン
ド
2
国

で
占

め

る
.
中
国
は

10
年

の
直
後

に
、
米
国
を

抜

い
て
世
界

一
の
消
費
国

に
な

る
。

2
国

の
発
電
需
要

の
高
ま
り

で
石
炭

の
需
要
が

11

.
12

ρ
り

記

童

覚

世

界

エ
ネ

ル

ギ

ー
見

通

し

一

一

司

会

脇

祐
.「.委
員

通
訳

池

田
煎

出
酷

滞
人

一

増

え
30
年

に
は

05
年

比

73
%
増
口

「
石
炭

が

こ

ん
な

に
伸

び
る
シ
ナ
リ

オ

を

描

い
た

の
は
今

回
が

初

め
て
」

〔同

〕

と

い
う
。
石
炭

は
埋

蔵
量

は
多

い
が
C
O

2
を

た
く

さ
ん
排
出

す

る
。
30
年

の
世

界

の
C

O
.畠排
出

量

は
05
年

比
1

・
6
倍

の

4

1
9
億
ノ
に
膨
ら
む
.

国
別
で
は
中
国

が

07
年

に
米

国

を

抜

い
て
世
界

一
に
な

る
、

30
年
時
点

で
は
中

国
l

1
4
億
ト
ン
、

米
国

69
億

,
'、

イ

ン
ド
33
億
ト
ン
の
順
。

I

E
A
は

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
輸
入
に
頼

る

先
進

国

の
組
織

で
あ

り
、
中
国
も
イ

ン
ド

も

メ

ン
バ
ー
で
は
な

い

.
そ
し
て
「中
国

・

イ

ン
ド

に
経
済
成
長

の
抑
制
を
求
め
る

こ

と

は

世
界

の
利

益

に
反

す

る
」

〔同
)
と

い
う
原

則
に
立

つ
、
と
な

る
と
、
各
国
政

府

が
進

め
て
い
る

1
5
0
0

の
政
策
を
す

べ

て
実
施
す
る
代
替

政
策

シ
ナ
リ
オ
に
頼

ら
ざ

る
を
得
な

い
,
そ
う
す

れ
ば
、
C
O

2
排

出
量
は
20
年
代
半

ば

に
安
定
す
る
、

だ

が
、
大
型

発
電
所

は
建
設
に
長
期

間

か
か

り
、

い

っ
た

ん
動

け
ば
寿
命
は
数

十

年
.

ク
リ
ー
ン
.石
炭
火

力
発
電
所
を
作

る

に
し

て
も
、
今

す
ぐ
着

手
し
な

い
と

い
け

な

い
.

ラ
ム
ゼ

ー
事

務

次
長

は
、
「今

後

10
年

が
大
切
な

の
だ
」
と
繰
り
返
し
た
。

毎

口
新
聞
出
身

ガ

ス

モ
不
ル
ギ
ー

新
聞
常
務

今
井

伸

リ
チ

ャ
ー
ド

・
パ
ー
ス

米

外

交
問

題

評
議
会

会

長

▼
分
断

さ

れ

た

国

家
意

思

に
憂

慮

場
慣
れ
し
た

受
け
答
え
は
、

さ
す

が
に

外
交

の
プ

ロ
で
あ

る
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ

ョ
ン
後

の
質
疑

応
答

で
は
、
米

外
交

は
も

ち
ろ
ん
、

ア
ジ

ア
、
中
痕
情
勢

に
至

る
ま

で
輻
広

い
質
問

に
即
座

に
、
的
確

に
答
え

る
、出
席
者

の
立

場

で
言
え
ば
、

や
は
り
気

に
な
る

の
は
今

の
日
本
外
交
を

ア
メ
リ
カ

の
識
音

が
ど

の
よ
う
な
目

で
見

て

い
る
か

と

い
う
点
だ

っ
た
。

パ
ー

ス
米

外

交
問
題
評
議
会

へC

F
R
一

会
長
は
、

ア
フ
ガ

ニ
ス
ダ
ン
に
お
け

る

テ

ロ
対
策

の

一
環

、

イ
ン
ド
洋
L

で
の
海

L

自
衛
隊

の
給
油

活
動
が
中
断
さ

れ
た

一
件

を
白
ら
取
り
h

げ

た
.り

,き

ょ
う

の
国

会
論
議

を
聞

い

て
も

明

ら
か
だ
が
、

日
本

は
今
、
世
界

で
ど

の
よ

う
な
役
割
を
果

た
す
べ
き
な

の
か
を

、
ま

〆

U

・
B

「火

一
記
者

会

見

司
会

会
川
弘
継

委

員

通
訳

澄
田
美

都
,r

出
席

㌶
人

と
め

て
整
理
し
て

い
く
必
要

が
あ
る
」

原
理

・
原
則
が
希
薄

な

[
本
外
交

に
対

す
る
厳

し

い
批
判
と

言
え

る
だ

ろ
う
。

質
問

に
は
こ
う
答

え
た
、、

図

日
本

の
給
油
中
断

に

つ
い
て
}
ア
メ

リ
カ

の
反
応
は
、
失
望

と

い
う

こ
と
に
な

る
で
し

ょ
う
、
政
治
的

意
味
合

い
で
言
え

ぱ
、

日
本
は
ア
メ
リ

カ
が
期
待
す
る
グ

ロ

ー
バ

ル
な
行
動
が
出

来
な

か

っ
た
と

い
う

(世
界

へ
の
一
シ
グ
ナ

ル
に
な

る
」

「
あ

る
国

の
影
響

力

と

か
、
あ

る
国

の

重

み
と

い
う

の
は
、

そ

の
国
に
行
動

の
意

思
と

能
力

が
ど
の
程

度
あ

る
か
に
比
例
し

て
決

ま

っ
て
い
く
も

の
だ

」

ア
メ
リ
カ
の
世
論

を
喚
起

・
形
成
す

る

ワ
シ

ン
ト
ン
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク
な
ど
の
識

者
た
ち

の
本
音
が
、

は

っ
き
り
と
見

て
取

れ
る

.

今

は
、
給
油
中
断
を

め
ぐ

る
問
題
で
国

論
が
揺

れ
動
く
日
本
外

交

の
正
念
場
で
も

あ

る
。
2
年
前

の
郵

政
解
散
-
総
選
挙
、

続
く

今
年
夏
の
参
院

選
が
生

ん
だ

「
ね
じ

れ
国

会
」
。

パ
ー
ス
氏

の
言
葉

の
裏

に
は
、

分
断

さ
れ
た
国
家
意

思

の
ド
で
再
び
漂
流

し
始

め
た
同
盟
国

、
日
本

に
対
す

る
憂
慮

の
念

が

に
じ
み
出

て

い
た

。

時
事
通
信
解
説

委
員

鈴
木

美
勝

〔111
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い

ぶ

き

ぶ
ん
め
い

伊
吹

文
明

自
民
党
幹
事
長

▼

“未
知

の
国
会
ψ
仕
切
る
戦
略
は
?

新
テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法
案
が
前
日
の

11
月

13
日
に
衆
院
を
通
過
し
、
「ね
じ
れ

国
会
」
の
主
戦
場
と
な
る
参
院
で
の
審
議

が

い
つ
始
ま
る
か
と

い
う
時
点
で
の
会
見

だ

っ
た
。
聞
き
た
い
の
は
も
ち
ろ
ん

「
再

延
長
」
「
再
議
決
」
と
い
う
国
会
対
応
。
し

か
し

「
私
が
答
え

た

ら
幹

事
長
失
格

だ

」
と
は
ぐ
ら
か

し

た
。

「参

院

の

幹
部

が

『60
日
延

長
』
と

言

っ
た
だ

け

で
大

変
な
こ
と

に
な

っ
て

い
る
」

と
微
妙

な
時
期

で

あ
る

こ
と
を
言

い

訳

に
し

た
が
、
も

う
ひ
と
言
踏
み
込
ん
で
も
ら
い
た
か
っ
た
。

「
こ
れ
ま
で
の
常
識
が
非
常
識
に
な

っ

た
」
と

い
う
フ
レ
ー
ズ
が
最
近
、
伊
吹
氏

の
お
気
に
入
り
の
よ
う
だ
。
与
党
が
衆
参

両
院
を
支
配
し
て
い
る
時
と
は
様
変
わ
り

し
た

「
未
知
の
国
会
」
を
仕
切
る
幹
事
長

の
苦
し
み
な
の
だ
ろ
う
。
こ
の
日
も
こ
の

言
葉
を
繰
り
返
し
た
。

自
民
党

の
国
会
、
政
局
対
応
の
方
針
が

11

・
14

(水

)
記
者
会

見

司
会

川
戸
恵

子
委
員

出
席

概
人

は

っ
き
り
し
な
い
中
で
、
幹
事
長
と
し
て

福
田
首
相
と
ど

こ
ま
で
意
思
疎
通
が
で
き

て
い
る
の
か
が
疑
問
だ
。
首
相
と
小
沢
民

主
党
代
表
と
の
党
首
会
談

の
際
も
大
連
立

協
議
を
事
前
に
は
聞
か
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
よ
う
だ
。
会
見

で
は

「次
の
衆
院
選
に

勝

っ
た
方
の
グ
ル
ー
プ
が
主
導
権
を
持
ち

な
が
ら
、
負
け
た
グ
ル
ー
プ
に
政
界
再
編

を
仕
掛
け
て
状
況
を
変
え
て

い
く
だ
ろ
う
」
と
語

っ
た
が
、

単
に
評
論
家
的
な
見
通
し
な

の
か
、
自
民
党
の
幹
事
長
と

し
て
明
確
な
戦
略
に
基
づ
い

た
発
言
な
の
か
分
か
ら
な
い
。

た
だ

「
来
年
、
消
費
税
を

上
げ
る
こ
と
は
自
民
党
と
し

て
は
行
わ
な
い
」
と
消
費
税

増
税

の
見
送
り
を
明
言
し
、

ニ
ュ
ー
ス
を
提
供
す
る
こ
と

は
忘
れ
な
か

っ
た
。
我
々
に
向

か

っ
て

「諸
先
輩

の
方

々
」
と
繰
り
返
す
如
才
の

な
さ
が
伊
吹
氏
の
持
ち
味
な
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
幹
事
長

の
職
責
は
そ
れ
だ
け
で

は
務
ま
ら
な
い
。
自
民
党
が
政
権
を
明
け

渡
す
恐
れ
の
あ
る
衆
院
解
散

・
総
選
挙
に

向
け
て
、
今
度
は
幹
事
長
の
緻
密
な
戦
略

を
聞
き
た

い
。

共
同
通
信
編
集
委
員

川
上

高
志

さ

い
と
う

あ
つ
し

斉
藤

惇

東
京
証
券
取
引
所
社
長

▼
日
本
経
済
の
復
権
を

と
に
か
く
雄
弁
な
人

で
あ
る
。
日
本
経
済
の

課
題
か
ら
東
京
市
場
の

問
題
ま
で
、
あ
る
時
は

外
国
の
例
を
引
き
合

い

に
出
し
、
あ
る
時
は
歴

史
的
な
う
ん
ち
く
を
披

露
し
て
、
自
由
自
在
に

持
論
を
展
開
し
た
。

斉

藤

さ
ん

の
最
大

の
主
張

は
、
「
栄
光

の
座

か
ら
転
落
し
た

日
本
経
済
を
、
何
と

か
復
権

さ
せ
た

い
」
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。

か

つ
て
、

一
人
当
た
り

の
G

D
P
が
世
界

一
だ

っ
た

の
に
、
今

や
18
位

に
転
落
し
て

普
通

の
国
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
日
本
。

こ

ん
な
現

実
に
危

機
意
識
を

持
た
な

い
こ
と

こ
そ
、

日
本

の
問
題
だ
と

訴
え
る
。

話

の
中

で
、

私

が

一
番

共
感

し
た

の

は
、

日
本
人
は

問
題
を

「
日
本
と

い
う
小

さ
な

コ
ッ
プ
の
中
で
し
か
考
え

よ
う
と
し

な

い
。

そ
う

で
は
な
く

て
、
世
界
と

い
う

大
き

な
枠
組
み

の
中

で
見

て
ほ
し

い
」
と

い
う

訴

え

だ

っ
た
。

私

も

若

い
人

た
ち

に
、

問
題
を
考
え

る
と

き
、
歴
史

的
な
視

点

で
見

直
し
、
外
国
と

比
較
し

て
世
界

の

中

で

の
位
置

を

つ
か

む

よ

う
話

し

て

い

11

・
16

(金

)
昼
食
会

司
会

熊
坂
隆

光

理
事

長
谷
川
幸
洋
委

員

出
席

71
人

る
。
と
は
言

い
な
が
ら
、
私
自
身

狭

い
枠

組

み
に
閉
じ

こ
も

り
そ
う
に
な

る

の
で
、

話
を
聞
き
な
が

ら
大

い

に
反
省
し
た
も

の
だ
。

雄
弁
な
日
本
経

済
論

に
対
し
て
、

東
証

は

日

本
復
権

の
た

め

に
何
を

す
る
か
と

い
う

課

題

に

は
、
「
出
来

る

こ
と

は

限
ら
れ
て

い
る
」
と
控

え

め
で
あ

っ
た
。
プ

ロ

の
た
め
の
特
別
な
市
場
を
作
り
た
い
と
言

う
の
が
唯

一
の
具
体
策
で
、
こ
れ
は
ち

ょ

っ
と
期
待
は
ず
れ
で
あ

っ
た
。

確
か
に
、
市
場
経
済
と
言

っ
て
も
東
証

は
脇
役
だ
し
、
出
来
る
こ
と
は
限
ら
れ
て

い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
株
式
市
場

の
主

役
は
投
資
家
で
あ
り
企
業
だ
か
ら
だ
。

斉
藤
さ
ん
が
東
証
社
長
に
就
任
す
る
直

前
に
お
目
に
か
か

っ
た
時
、
「
世
界
の
常

識
を
東
証
に
植
え
付
け
た
い
」
と
話
し
て

い
た
。
世
界
に
目
を
と

い
う
こ
の
日
の
訴

え
は
、
危
機
意
識
を
持
た
ず
挑
戦
も
し
な

い
で
ぬ
く
ぬ
く
と
過
ご
し
て
い
る
、
日
本

の
経
営
者
や
投
資
家

へ
の
痛
烈
な
批
判
と

い
う
わ
け
だ
ろ
う
。

N
H
K
解
説
委
員
室
専
門
委
員
山
田

伸
二

(12)
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う

え

の

と
し
ひ
こ

上
野

俊
彦

上
智
大
学
教
授

▼
ロ
シ
ア
の
07
1
08
選
挙

サ
イ
ク
ル

ロ
シ

ア

の
ド

院

選

〔
12

月

2

口

投

開

票

〕

直

前

だ

っ
た

の

で

、

演

題

そ
の
も

の
が
ジ

瀞、
ー
ナ
リ

ス
ト

ら
の
関
心

を
呼

ん
だ
,

最
初

に
-「
野
教
授

は

「
大
上
段

に
構
え

た
議

論

は

得

意

で
な

い
」

と

い

い
な
が

ら
、
欧
米

諸
国

か
ら
盛

ん

に
指
摘

さ
れ
た

ロ
シ

ア
の

「民
・E
化
後

退
論
」
を
創
上
に

あ
げ
た
.

批
判

が
暗
黙

の
モ
デ

ル
を
想
定

し

て
行

わ

れ

て

い
る
と
指

摘
、

「
社
会

は

異
な

る
歴

史

と
文
化

を

持

っ
て

い
る
の

で
、

一
つ
の
モ
デ
ル
を

あ

て
は
め
て
議
論

す
る

の
は
生
産
的

で
な

い
」
と

一
蹴
し
た
.、

さ

ら

に
、
「
民
紅
化

の
後

退

や
権
威
主

義
化
な
ど

の
レ

ッ
テ
ル
を
貼

っ
て
政
治
を

理
解

し

て

い
る
と

思

い
こ
む

の

は
間
違

い
」
と
決

め
付
け
、
客

観
的
事

実
を
丹
念

に
見
て

い
く
大
切
さ
を

強
調

し
た
。

続

い
て
選

挙
制
度
と

選
挙

に
関
す

る
世

論
調
査

を

リ

ン
ク
さ
せ
、
見

ど

こ
ろ
を
説

明
し
た
.
今

回
か
ら
小
選
挙

区
制
が
な
く

H

・
路

「金
冒
娩
究
ヘハ
「
ロ
シ
ア

7

ド
院
選
挙

の
行

〃

一

司
会

百
郷
岡
建
委
員

川

席

訂
人

な
り
比
例
代
表

制

.
本

に
な
る
う
え

、
得

票
率

7
%
以
ヒ

の
政

党

に
議
席

が
配
分
さ

れ

る
.一
前
回
ま

で
は
得
票
率
5
%
で
議
席

が
配
分
さ
れ
た

の
で

一非
民
・E
的

」
と

の

指
摘
も
あ
る
が
、

ヒ

野
教
授
は

「
政
党
数

を
減

ら
す
た
め

で
、
今

回
最
大
で
4
党
、

場
合

に
よ

っ
て

は
2
党

に
絞
ら
れ
る
..
問

題

は
第

2
党
が
共
産

党

で
、
政
権
交

代

の

受

け

皿
に
な
ら
な

い
こ
と
だ
、
た
だ
、
地

域
別

に
候
補
者

名
簿

を
提
出
す
る

の
で
、

地
域
密
着
型

の
選

挙

運
動
が
行
わ
れ
る

こ

と

に
は
変
わ
り

な

い
」
と
分
析
し
た
,

ま

た
、
プ
ー

チ

ン
大
統
領
が
与

党

「
統

一
ロ
シ
ア
」

の
候

補
者
名
簿
第
-
位

に
搭

載

さ
れ
、
大
統

領

の
信
任
投
票

の
様

相
と

な

っ
て
い
る
..
上
野
教
授

は

「大

統
領

に

批

判

的
な
人

は

投

票

し

な

い
だ

ろ
う

か

ら

、

ソ
連
時
代

同
様

、
投
票
率
が
注
目

さ

れ

る
選
挙

に
な

っ
た

」
と
指
摘
し
た
、

来
年

3
月

の
大

統

領
選
に

つ
い
て
は

予

想

を

避
け
た
が

、

「
間
違

い
な

い

の
は
、

ク
レ

ム
リ
ン
が
選

ん

だ
候
補
が
当

選
す

る

こ
と

一
と
述

べ
た
、

と
ら
え
ど

こ
ろ
の
な

い
ロ
シ
ア
の
政
治

を

選
挙
の
仕
組
み

や
世

論

調
査

か
ら
割

り
出

し
て

い
く
緻
密
な
手

法

に
学
ぶ
と

こ
ろ
が
多

か

っ
た
。

毎

R
新
聞
外

信
部

編
集
委
員飯
島

一
孝

は
と
や
ま

ゆ

き

お

鳩
山
由
紀
夫

民
主
党
幹
事
長

▼
衆

院

選

勝

利

-
単

純

な

図

式

な

し

大
連

立
騒
ぎ

で
の
支
持
急
落

は
何
と
か

免

れ

た

.

鳩

山
幹

事

長

の
言

葉

の

端

々
に
は
、
そ
ん
な
安
堵
が
見

て
取
れ
た
、

唐
突
な
大
連

航
話

の
頓
挫
と

そ
れ
に
続

く
小
沢

一
郎
代

表

の
辞
意
表
明

、
そ
し
て

撤

回
.
「
党

へ
の

ダ
メ
ー
ジ

は
計

り
知
れ

な

い
」
と

の
・評
価
も
あ

っ
た
が

、
あ
に
は

か
ら
ん

や
、

一
部

の
世
論
調
査

で
は
支
持

率
が
上
昇

し
、

会
見
前

日
の
大

阪
市
長
選

で
も

勝
利
を
飾

っ
た

か
ら
だ
..

「
昔

の

民

主

党

で
、
代
表

が

辞
め
る

べ
き

だ

と

の
状
況

に
な

っ
た
ら
、
す

ぐ

に

『次
は
だ
れ

か
』

と
動

き

だ

し
、

収

拾

が

つ
か
な

く

な

っ
て

い

た
」、、
鳩

山
氏

は

、
自

ら

の
代
表

時
代

の

こ
と
も

含

め

て

こ
う

振

り

返

っ
た
う
え

で
、
「
民

主
党

も

、
そ

れ
な

り

に
成
長

し

た
の
で
は
な

い
か
」
と
胸
を
張

っ
た
.

と
は

い
え
、

党

の
先
行
き

が
明
る

い
と

は
、
決

し
て
言

え
な

い
の
も
事

実
だ

.

小
沢

氏
は
大

連
立
に

つ
い
て
、
朝
日
新

H

・
19

「月

「
昼
食
会

司
会

宇
治
敏
彦

副
理
車

長

影
山

日
出
丸

湊
“

出
席

照
人

聞

の
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

で

「
選
挙

で
勝

て
る

最
大

の
方
策
で
、
自
分

の
政
治
判
断

は
今

で
も
正

し
い
と
思

っ
て

い
る
」
と
力
説

し

て

い
る
.
政
権
入
り

し
、
政
策
を
実

現
さ

せ

る

こ
と
が
衆
院
選
勝

利

へ
の
道
だ

と

の

理
屈
だ

が
、
鳩
山
氏

の
見
立

て
は

「
そ
ん

な

単
純

な
図
式

は

あ
り

得

な

い

]、
党

内

の
火
種

は
く
す
ぶ

っ
た
ま
ま
だ
..

鳩

山
氏
は
、
次

の
総
選
挙
後

の
政
権
戦

略

に

つ
い
て
、

こ
う
も

語

っ
た

「
民

主
党

が
第

一
党

に

な
れ

ば
、
過
半
数
は
と
れ

て

い
な
く

て
も
、
第

一
党

を
中

心
と
し

て
連
立
政
権

を
考

え

る
の
が
憲
政

の
常

道
だ

、
そ
れ
が
大
連
立

に

な

る
と

は
考
え

に
く

い
」
.

一
方

で
、
「
自
民

党

の
中

で
政

権

の
方
向

性
が
望
ま

し
く

な

い
と
思
う
方

々
が

い
る
の
な
ら
、

そ
う

い
う
方

々
と

の
連
携

は
あ
り
得

る
話

だ

」。
鳩

山
氏

の
言
う

よ
う

に
、
口
標
と
す

る

過
半

数

の
小
選

挙
区

で

の
勝

利
は
、

「非

常
に
難
関
」
だ
。
大

連
立

に
突
き
進

ん
だ

小
沢
氏
を
押
し
と
ど

め

た
以
上
、
選
挙

の

か
じ
を
取
る
鳩
山
氏

の
責
任

は
重

い
。

朝

日
新
聞
論
説
委

員

国
分

高
史

:131
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ア

ン

ワ
ル

ル

ハ

ッ
ク

・ア

ハ
デ

ィ

ア

フ
ガ

ニ
ス

タ

ン

財
務
相

▼
成

果

が

見
ら

れ

な

い
麻
薬

対
策

「
G

N
P
は

こ
の
5
年

で
2
倍
」
「
歳
入

は

3
年

で
4
0
0

%
増
え

た
」
。

ア

フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
ア
ハ
デ
ィ
財
務
相
は
、
タ

リ

バ

ン
政
権
崩

壊
後

に
誕
生

し
た
カ

ル
ザ
イ

政
権

ド

で
、
経
済

は
着

実
な
成
長
を
続
け

て

い
る

こ
と
を
強
調
し

た
。

ア

ハ
デ
ィ
氏
は
カ

ル
ザ
イ
政
権

で
中
央

銀
行

総
裁
、
2
0
0

4
年

12
月
か
ら
は
財

務
相

を
務
め
る
な
ど
、

ア
フ
ガ
ン
経
済

の

中

枢
を
担

っ
て
き

た
.、
廃
虚
か
ら
故
国
を

こ

こ
ま

で
立
ち
直

ら
せ

た
と

い
う
同
氏

の

自
負

の
表
れ
で
も

あ

っ
た
。

だ
が
、

ア
ハ
デ
ィ
氏

は
ア

フ
ガ

ン
が
直

面

す
る
課
題
と

し
て
、
(の
国
内

の
治

安
②

汚

職

の
ま

ん
延
③

麻

薬

対
策
ー

を

挙

げ

た

、

こ
れ
ら

の
点

は
、

こ
れ
ま
で
繰
り
返

し
指

摘
さ
れ
て
き

た
も

の
ば
か
り

で
、
今

H

・
21

凸水

冨
記
者
会
見

司
会

矢
島
誠
司

委
員

通
訳

小
松
達
也

出
麿

40
人

に
始
ま

っ
た
わ

け
で
は
な

い
。

中

で
も

麻
薬

に
関
し

て
は
、
国
連
薬
物

犯
罪
事
務

所
が

こ
と
し

8
月

、

ア
フ
ガ
ン

の
ケ
シ
耕

作
地

面
積

は
過
去

最
高
を
更
新

し
た
と

の
調

査

結

果
を

発
表

.

「世
界

一

の
麻
薬
生

産
国

」
と

い
う
側
面

を
持

つ
ア

フ
ガ
ン
に
支
援

を
続
け

て

い
る

目
本
国
民

の
ひ
と

り
と

し

て
、
「
国
際

社
会

か
ら
の

支
援
は
麻

薬
対

策
分
野

で
有
効

活
用
さ
れ

て

い
る

の
か
」

と
問
う

て
み
た
.

ア

ハ
デ

ィ
氏

は
、
㊤

ケ
シ
耕

作
地

の
絶

滅
②
警
察

に
よ

る
密
輸
取
り
締

ま
り
強
化

③

ケ
シ
か

ら
代

替
作
物

へ
の
転

作
、
を
具

体
的
な
対

策
と

し
て
列
挙
。
昨

年
、
ケ
シ

耕
作
地
2

万

ヘ
ク
タ
ー

ル
を
絶
滅

さ
せ
た

と

い
う
が

、
全

体
的

に
は

「
大

し
た
効
果

は
な

い
」

と

い
う
.
成
果
が
上

が
ら
な
い

の
は

ア

フ
ガ

ン
政
府
だ
け

で
な

く
、
国
際

社
会
に
も
責

任

が
あ
る
と

の
ア

ハ
デ
ィ
氏

の
主
張

に
は
違

和
感
を
覚

え
た

。

ア

ハ
デ
ィ
氏

は
来
日
中
、
高

村
外
相
や

町
村
官
房

長
官

ら
と
会
談

.
イ

ン
ド
洋
に

お
け
る
補
給

支
援
活
動

の
継
続

や
ア
フ
ガ

ン

へ
の
援
助
継

続
を
訴
え

た
。

日
本
の
ア

フ
ガ

ン
支

援

熱

は

い
ま
だ

冷

め

て
お
ら

ず
、
「
安
心

し
た
」
と
語

っ
た
。

共
同
通
信
外

信
部

清
水

健
太
郎

お

み

し
げ
る

尾
身

茂

W
H
O
西
太
平
洋
事
務
局
長

▼

.
人
〃
中

心

の

医

療
を

世
界
保
健
機

関

〔W

H
O
)
西
太
平

洋

地

域
事
務
局
は

11
月

25
0
、
東
京

で
シ

ン

ポ
ジ

ム
を
開
催

、

「
ク
人
〃
中
心

の
医
療

」

と

い
う
宣
三
ロを

打
ち

出
し
た
。
中
心
と

な

っ
た
尾
身
茂
事

務
局

長
が

シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

翌

目
、
会
見
し

た
。

人
中
心

の
医

療
と

は
、
尾
身
事
務
局

長

に
よ
る
と
、
日

本

で
現
在
叫
ば
れ

て

い
る

「
患

者

中
心
の
医

療

」

を
、
さ
ら

に

一
歩

進

め
徹
底

さ
せ

る
考
え

方
だ
と

い
う
。

尾
身
氏
は
、

W

H
O
が

ア
ジ
ア
地
域

で

こ

れ
を

打
ち
出

し

て
き

た
背

景

に

つ

い

て
、
「
10
年
前

だ

っ
た

ら
、

(ア
ジ

ア
で
人

中
心

の
医
療
と

は
)

ぜ

い
た
く
だ
と
言

わ

れ

た
だ

ろ
う
が
ー

」
と

薗
置
き
し
、

ア
ジ

ア
の
著

し

い
経
済

発
展

と
、
そ
れ
に
伴
う

社

会

の
変
化
に

よ
り
市

民

の
医
療

へ
の

ニ

ー
ズ

が
変
質
し

て
き
た

こ
と
を
挙
げ

た
。

H

・
26

(月
〕
記
者

会
見

司
会

迫
田
朋
チ
会
員

出
席

34
人

た
と
え

ば
、

ア
ジ

ア
地
域
で

は
日
本
だ

け

で
な
く

、
生
活
習
慣
病
に
起

因
す

る
疾

病
が
、
死
因

の
大
半
を
占

め
る
時
代

に
な

り
、
そ
れ
ら

の
予
防
、
健
康

増
進
を
図
る

制
度
が
必
要
と
な

っ
て
き
た
。

そ
の
た
め

に
は
、
病
気
を

治
療
す

る
だ

け
が
医
療

の
仕
事

で
は
な

い
。

財
政
部
門

な
ど
も
巻

き
込

み
、
広

い
視

野

に
立
ち
、

人

の
心
と

体
を
ト
ー
タ
ル
に
扱

う
医
療
制

度
が
求

め
ら
れ

て

い
る

の
だ
と

い
う
。

こ
れ
は
日
本

に
こ
そ
あ
て
は
ま

る
。
医

療
制
度
改

革

の
方
向
性

を
示
す
も

の
だ
..

ま
た
、
今

や
経
済
、
文

化
、

教
育

な
ど
多

分
野

で
[
本

の
ラ
イ

バ

ル
と

な

っ
た
中

国
、
韓
国

、
東
南

ア
ジ
ア
な

ど
も

医
療

で

は
、
日
本

と
共
通

の
悩

み
を
持

つ
よ
う

に

な

っ
た
と

い
う

こ
と
だ

ろ
う
.、

一
方
、

W
H
O
西
太
平
洋

地
域

事
務
局

と

い
え
ば

、
2
0
0
3
年

の
S

A
R
S
対

策

の
最
前

線
に
あ

っ
た
。

そ
の

こ
と

に
質

問
が

出

て
、

尾
身

氏

は
当

時

を

振

り

返

り
、
「毎

日

が
緊

張

の
連
続

で
、

戦

場

の

よ
う
な
気

が
し
た
」
と
語

っ
て

い
た
..

H
本
政
府

は
医
療
、
保
健
衛
生

の
分
野

で
、
も

っ
と
国
際
貢
献
を
考
え

よ
う
。
戦

車

や
軍
艦
を

そ
ろ
え

る
だ
け
が
、

国
と
国

民
を
守
る

こ
と
で
は
な

い
の
だ
か

ら
.

東
京
新
聞
生
活
部

草
間

俊
介

(14)



2007.12.10No.454

グ

エ
ン

・ミ

ン

・
チ

ェ

ッ
ト

ベ

ト
ナ

ム
国

家

主

席

▼
経

済

連
携
協

定

来

年

が
節

目

「経

済
連
携
協
定

の
時
期

と
し

て
は

両

国

が
国
交
を
樹
立
し

て
35
年
目
に
あ

た
る

来
年
を

ひ
と

つ
の
メ
ド
と

し
た

い
」

日
本
と

ベ
ト
ナ
ム
間

の
経
済
関
係

強
化

に

つ
い
て
語
る
ベ
ト
ナ

ム
の
グ

エ
ン

・
ミ

ン
・
チ

ェ
ッ
ト
国
家
主
席

は
雄
弁
だ

っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
商
工
会

議
所

に
よ
れ
ば
、
今

回
の
国
家

主
席

の
訪

日
に
は

ベ
ト
ナ
ム
の

企
業

1

1
0
社
が
同

行
。
舞

台
裏

で
の
商

談

が
行
わ
れ
た
。

こ

れ
に
応
え

て
訪

日
中

に
、
日
本
側
は
、
三

菱
重

工
業

が
航
空
機

部

品
工
場

の
建
設
を

決

め
、

N
T
T

コ
ミ

ユ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ズ

は
現
地
に
デ
ー
タ

セ

ン
タ
ー
を
整
備
す

る
意
向

を
表
明
し
た
。

会
見

で
は
、
こ
う

し
た
成
果
を
誇
示
す

る
か

の
よ
う
に
日

・
ベ
ト
ナ
ム
投
資
協
定

や
今
年

-
月
に
ベ
ト

ナ

ム
が
世
界
貿
易
機

関

(
W
T
O
)
に
正
式

加
盟
す
る
な
ど
投

資

環
境

が
整
備
さ
れ
た

こ
と
を
挙
げ
た
。

ベ
ト

ナ
ム
は
、
日
本
企

業

に
よ
る
ア
ジ

ア

n

.
28

〔水

)
記
者
会
見

司
会

滝

鼻
卓
雄

ノ

理
事
長

通
訳

グ

エ
ン

・
カ
オ

ン

・
ル
オ

ン

在
日
ベ
ト

ナ
ム
大
使
館
参
事
官

出
席

順
入

に
お
け
る
供

給

体
制
見
直

し

の
動

き
を
十

分
に
認
識
し

て

い
る
。

い
わ
ゆ
る

「
チ

ャ

イ
ナ
+
1
」

と

表
現
さ
れ
る
中
国

へ
の
集

中
的
な
投
資

リ

ス
ク
を
分
散

す
る

日
本
企

業

の
動
き

の
こ
と
だ
が
、
こ
れ

に
対
し
て

素
早

い
対
応

を

し

て

い
る
ベ
ト

ナ

ム
政
府

の
意
図
が
強
く

感
じ
ら
れ
た
。

だ
が
、
経
済

面

で
の
積
極
発
言

と
は
裏

腹

に
、
政
治

・
外

交
面
で

の
発
言
は
曖
昧
さ

が
目
就

っ
た
。
中
国
と

の
関
係
を

問
わ
れ

「
日
増

し

に
仲
良

く

な
れ

る
よ
う

に
頑
張

っ

て

い
る
」
と
抽
象

的
な
表

現
に
と
ど
ま

っ
た
.冒

ベ
ト

ナ
ム
は
、

来
年
か

ら
2
年
間
、
国
連

安
全
保

障

理
事
会

の
非
常

任
理
事

国
を
務

め
る
。

日
本
人
拉

致

問
題

の
解
決
な

ど

で
北

朝
鮮

へ
の
働
き
か
け
に
対
す
る
期
待
も
高

い
。
日
本
は
、
政
府
開
発
援
助

(
O
D
A
)

を
拡
大
し
、
今
後
、

一
段
と
政
治
的
な
緊

密
度
を
強
め
る
方
向
だ
が
、
経
済
協
力
を

テ
コ
に
外
交
的
な
成
果
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ

る
姿
勢
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。

産
経
新
聞
経
済
本
部
編
集
委
員
気
仙

英
郎

ダ

ー

モ

ッ
ト

・
ア

ハ
ー

ン

ア

イ

ル
ラ

ン

ド
外

相

▼
外
交

・
国
際
貢
献

で
も

.大
国
〃

ア

イ

ル

ラ

ン

ド

と

い
う

と

、

の
ど
か
な

農
村

や
放
牧

の
光
景

を
頭
に
描

い

て
し
ま

う

。
だ

が
、
ア

ハ
ー

ン
外
相

は

「
ソ
フ
ト
の
世
界

3
大
輸

出
国
」

に
象
徴

さ

れ
る
、

め

ざ

ま

し

い
経
済

発
展

の
国
と

し

て
母
国
を
紹

介

し
た
。

「
ダ
イ
ナ

ミ

ッ

ク

で
競

争
力
を

も

つ
経

済

の
国
」
「
熟
練

労
働

力

の
国
」

…
。

日
本
と

の
外

交
関

係
樹
立

50
周
年
を
機

会

に

来

日
し

た
。

戦

後

日
本

の
復

興

を

「
何

ご
と

に
も

ベ

ス
ト

を

尽
く
す
精

神

が

あ

っ
た
」
と
た

た
え

、

「
こ

の
精
神

を

ア

イ

ル

ラ
ン
ド
も

共
有

」
と
、
わ
ず
か
2
世

代

の
う
ち

に
農

業
主
体

の
国
か
ら

ハ
イ
テ

ク
国

へ
と
変
身

し
た
歩

み
を
語

っ
た
。

い

ま

、

こ
の
国

の
国
民

-
人
当
た
り

の
G
D

P
は
3
万

6
千

8
0

0

ユ
ー

ロ
。
E
U
で

も

、
も

つ
と
も

高

い
経
済
水
準
を
誇
る
。

「
強

い
経
済
を

も

つ
国

に
は
、
途

上

国

を

支
援
す

る
責
任

が
あ

る
」
と
同
国

の
「
哲

学

」
も
披
露
し

た
。

国
連
活
動
な
ど
を

通

じ

て
途

上
国

の
支

援

や
安
定

に
力
を
注
ぐ

こ
と
が

外
交

の
柱
に

な

っ
て
い
る
。
平
和

構

築

に

つ
い
て
も

、
怨
念

の
歴
史
を
も

つ

n

・
29

〔木

〕

司
会

宮

田
謙

一
委
員

通
訳

小
松
達
邑

出
席

菊
入

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
紛
争
を
英
国
と
と
も
に

解
決
に
導
き

つ
つ
あ
る
体
験
や
知
恵
が
あ

る
。

「
こ

の

知

識

を

他

の
地
域

の
紛
争

(解
決
)

に
役

立
て
た

い
」
と
も
。

入
口
4
2

0
万

の
国

な
が
ら
、
レ

バ
ノ
ン
、

コ
ソ
ボ
、

チ

ャ
ド
な
ど

の
国
連
平
和
維
持
活
動

に
多
く

の
要
員
を
派
遣
し
て

い
る
。
中
立

性

の
強

い
独
自

の
外
交
政
策
を
掲
げ
、
世

界
各
地

の
紛
争
解
決

に
も
積

極
的

だ
。

ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
で
は
、
国
連

が
権
限

付
与
し
た
国
際
治
安
支
援
部
隊

(I
S
A

F
V
に
少

数
な
が
ら
要
員
を
派
遣

し
て

い

る
。
だ
が
米

英
主
導

の
「
不
朽

の
自
由
作
戦

(
O
E
F
)
」

に
は
参
加
し
て

い
な

い
。

日

本

と

は
逆

の
形

だ
。

理
由
を

た

ず

ね

る

と
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド

の
軍
事

活
動

に

つ
い

て
の
「
3
原
則
」

(ト

リ
プ

ル

・
ロ
ッ
ク
の

原
則
)
を

あ

げ

た
。
政
府

の
承

認
、
議
会

の

承
認
、
そ
し

て
国
連

の

マ
ン
デ
ー
ト

(権
限

付
与
)
だ
。
国
連

マ
ン
デ
ー
ト

が
な

い
活

動

に
は
加

わ
ら
な

い
と

い
う

こ
と
だ
。
人

口
や
軍
事

力

で
は
小

国
だ
が
、

外
交
や
国

際
貢
献

に

つ
い
て
も

、
な
か
な

か

の

「大

国
」
を
感
じ

さ
せ
る
外
相
会
見

だ

っ
た
。

朝
日
新
聞
出
身

百
瀬

和
元

(15)
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よ
し
む
ら

ひ

ろ

と

吉
村

博
人

警
察
庁
長
官

▼
全
面

的

「
可

視
化

」
導

入

は
否

定

私
は

テ
レ
ビ

局

に
勤

め
な

が

ら
、
「
カ

メ
ラ
」
と

い
う
も

の
が
苫
手
だ
。
ど

う
も
、

向
け
ら
れ
る
と
妙

に
緊
張
す

る
。

今
や
日
本

人
総

カ

メ
ラ
時
代
と

い

っ
て

も
お
か
し
く

な

い
く

ら

い
、

こ
の

「
カ
メ

ラ
」
と

い
う

も

の
が
普

及
し

て

い
る
が
、

昔

で
は
予
想

も

で
き
な

か

っ
た
場

面
で
も

登
場
し
よ
う

と

し
て

い
る
。

そ
う

い
う

意
味

で
、
警
察
を
取

り
巻
く

現
状
は
厳

し

い
ー、
裁
判
員
制
度

の

ス
タ
ー

ト
を
前

に
、
取
り

調
べ
を
録
音

・
録
画
す

る

「
可
視
化

」

の
議
論

が
加
速
し

て

い
る

か
ら
だ
、

か
ね
て
か
ら
可
視
化
導
入
に
「
慎
重
論
」

を
表
明
し

て
き
た
吉
村
長
官
は

こ
の
日
、

も
は
や
議
論

は
避
け

て
通
れ
な

い
と
し

て

「
柔
軟

に
考
え

た

い
」
と
語
り

つ

つ
も
、
「
1

0
0
%
全
部

、
録
音

・
録
画
す
る

こ
と
は

11

・
30

釜

∀
昼
食

会

司
会

朝
比
奈
豊

理
事

菅

沼
堅
昔
委
貝

出
席

m◎δ
人

到

底

あ

り
え

な

い
と

思

う

」

と

「
全

面

的

」
な

可
視
化

に
は
否

定
的
な
立
場
を
強

調

し
た
。

鹿
児
島

や
富

山

の
無

罪
判
決
を
受
け

て

「取

り

調

べ
の
適

正
化

」
を
求

め
ら
れ

る

中

、
警
察
は

「
捜
査
部

門
以
外

の
部
門

に

よ

る
チ

ェ
ッ
ク

」
「
取
り

調

べ
室

に

マ
イ

ク
」

「
の
ぞ
き
窓

」

な
ど

を
打
ち
出

す

こ

と

を
検
討
し
て

い
る
。

一
線

の
捜
査

員
は
心

の
中
を
明

か
す
。

「実

質

的
な
取
り

調

べ
が

で
き
ず
、

か
え

っ
て
事

件
が
埋

も
れ

て
し
ま
う

の
で
は
」

「
個

室

の
中

で
真

実

を
引

き
出
す

に
は

テ

ク

ニ

ッ
ク
が
必
要

で
、

そ

の
技
術
を
見
ら

れ

る

こ
と

に
正

直

、
抵

抗

は
あ
る
」
「
信

頼

関
係
を
作
ろ
う
と
す

る

の
に
相
手
に
余

計

な

緊

張
を

強

い
る

こ
と

に
な

る

の

で

は
」手

探
り

の
日

々
が
続
き

そ
う
だ

.

警
察
庁

長
官

が

「
カ

メ
ラ
」
の
前

で
記

者

の
質

問
に
答

え
る
機
会

は
少
な

い
。

そ

の

「
カ
メ

ラ
」
の
前

で
、
吉
村
長
官

は

「警
察

の
仕

事

の
根

っ
こ
は
第

一
線
に

あ

る
こ
と

を
忘

れ
て
は
な

ら
な

い
と

、
今

ひ
し

ひ
し
と
感

じ
る
」
と
語
り
、
現
場
に

対

す

る
思

い
の
強
さ
を

に
じ
ま
せ
た
.

フ
ジ

テ
レ
ビ

ジ

ョ
ン
社
会
部弓
削

い
く

子

マ
イ
B

O

O

K

マ
イ

P

R

國

日
本

の
選

択

〈
適
者

〉
の

モ
デ

ル

へ

小
島

明

(日
本
経
済
新

聞
社
顧
問
)

21
世
紀
新
た
な

成

長

へ
の
課
題

R
本
が

バ
ブ
ル
景
気
崩

壊
後

の
経
済
停
滞

の
な
か

で
内
向
き
指
向

に
な

っ
て

「
眠

っ
て

い
る

間
」
に
、
世
界

は
地
経
学
、
地

政
学
的

に

歴
史
的
な

パ
ラ

ダ
イ

ム
シ

フ
ト
を
し

た
,

ま
ず
、
よ
う

や

く
長
期
不
況

か
ら
脱
し

て

目
覚
め
た

日
本

の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
す

る
世

界
に
お
け

る
立

ち
位
置
を
確
認

し
、

21
阯

紀

の
H
本

の
新

た
な
発
展

・
成
長

へ
の
課

題
を
点
検
す

る

。
同
時
に
、

日
本

が
様

々

な
制
約
要
因
を

発

展

・
成
長
要

因

に
転
換

さ
せ
て
き
た
歴

史

の
教
訓
を
確
認

す

る
。

そ

こ
か
ら

「
適

者

」

の
モ
デ
ル
が
浮
か
び

上
が
る
。

(N

T
T
出
版

2
3
1
0
円
)

■
新
聞
記
者
-

疋
田
桂

一
郎
と
そ
の
仕
事

1
9
8
0

年
度

の
H
本
記
者

ク

ラ
ブ

賞

の
受
賞

者

、

疋
田
桂

一
郎
さ

ん

の
生

前

の
仕
事

を

ま

と
め
た
本

で
あ

る
、
朝

口
新
聞
き

っ
て
の
名
文
記
者
と

い
わ
れ

た
文
章
の
素

晴

ら
し
さ
や
視
点

の
鋭
さ
、

斬
新
さ
も

さ

る
こ
と
な
が
ら
、

疋
田
さ

ん
の
す
ご

い
と

こ
ろ
は
、
常

に
新

聞

の

弱
点

や
足
り

な

い
と

こ
ろ

を

考

え

続

け
、
改
革
案

を
提
言
し
、
自

ら
実

践
し

て
い

っ
た

こ

と
だ
。

こ
れ
か
ら
記
者
を

■

平

和
構

築

の
仕

事
・l
ー

フ

ィ
ン

ラ

ン

ド

前

大

統

領

ア

パ

テ

ィ

サ

ー

リ
と

ア

チ

ェ
和

平
交
渉

脇

阪

紀
行

・
訳

(朝

日
新

聞
論
説
委
員
)

和

平
交
渉
と
武
装
解
除

の
舞
台
裏

イ

ン

ド
ネ
シ

ア

・
ア
チ

ェ
紛
争

を
め
ぐ
る
和
平

交
渉

が

05
年

に
終
結

し
、
約

30
年

ぶ
り

の

平

和
が
訪

れ
た
。
独

立
派

ゲ
リ
ラ
と
政
府

と

の
交
渉
を
仲
介
し
た

の
は
、

フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
前
大
統
領

ア

ハ
テ
ィ
サ
ー
リ
氏
だ

つ

た
。

な

ぜ
、
北
欧
の
政
治
家

が
調
停
に
成

功

し
た

の
か
.
日
本

は
役
割
を
果
た
せ
な

か

っ
た

の
か
一、
和
平
交

渉
と
武
装
解
除

の

舞
台

裏
を
描

い
た

フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
人
記
者

カ
ト

ゥ
リ

・
メ
リ
カ
リ
オ

の
著
書
を
翻

訳

し

、
そ

ん
な
疑
問
が
氷
解

し
た
,
理
屈
ば

か
り

の
平
和
構
築
論

は
う

ん
ざ
り
、
と

い

う
方

に

一
読
を
お
薦

め
し

た

い
。

(明
石
書
店
、
2
9
4
0
円
)

目
指
す

人
だ
け
で
な
く

、
す

べ
て
の
新
聞

記
者

に
と

っ
て
最
高

の
教
科
書
だ
と

い
え

よ
う
。
「
あ
る
事
件
記
事

の
間
違

い
」な
ど

、

30
年
前

の
も

の
と

は
思

え
な

い
優
れ
た
教

材

だ
。

こ
ん
な
新
聞
記

者
も

い
た

の
だ
と

知

っ
て
も
ら
う
と
同
時

に
、
新
聞
の
地
盤

沈

下

が

い
わ
れ
る
な
か

で
、
新
聞
も
ま
だ

ま

だ
捨

て
た
も

の
で
は

な

い
と
、
読

ん
で

い
て
力

の
湧

い
て
く

る
本

で
あ
る
。

(朝
日
選
書

1
2
6
0
円
)

朝

日
新
聞
出
身

柴
田

鉄
治

fl6)



2007.12.10No,454

醸
会
議
報

告
醸

第

㎜
回
企

画
委
員
会

〔11

・
1

宴
会
場
〕

新
委
貝

の
倉
電
篤
郎

・
毎

日
新
聞
編
集

局
次
長

{旧

・
山

田
孝

男

氏

)
、
萩
原
耕

太
郎

・
テ

レ
ビ
朝
目
報
道
局

次

長

〔旧

・

望
原

一
善

氏

∀
を
紹
介
し
た

後

、
年
初
恒

例

の

「経

済
見
通
し
」
研
究

会

や
今
後
の

ゲ

ス
ト
候

補

な
ど
に

つ
い
て
議

論
し
た
.

出

席

宮

田

(
謙

)
、
中

井

(良

〕
、
倉

重

、

脇

、

長

谷

部

、

矢

島

、

長

谷

川

、

出

崎

、

影

山

、

井

田

、

和

田

、

萩

原

、

広

瀬

、

石

郷

岡

、

藤

井

の
各

委

員

、

第

脚

回

会

報

委

員

会

へ
U

・
13

大

会

議

室

〕

12

月

号

、

1

月

号

の

編

集

に

つ

い

て

協

議

し

、

12

月

号

で

終

了

す

る

「
リ

レ

ー

エ

ッ
セ

ー

佐

藤

番

」
の
後

に
、

「
文
化
大

革
命

の
時

代
」

(仮
題
〕
を

ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
こ
と
を

決

め
た
.

出
席

住

出
委

員
長

、池
谷
、
石

川
、
上
村
、

國
府

、
竹

居
、

見
市

、
渡
辺

の
各
委

員
,

第
脇
回
会

員
資

格
委

員
会

〔11

・
20

小
会
議
室
)

12

月

1

日

付

の
会
員

人

退
会

を
審
議

し
、

理
事
会
に
答
申

し
た
.

出
席

石
川
、

二
藤
部

、
今

田
、
今

井
、

若
松

の
各
委
員
,

第

輔
回

理
事
会

〔書

面

)

鈴

川
敦
之
会
員

(毎

日
出
身
)
か
ら

の

寄

付

2
0
0
万
円
を

ク
ラ
ブ
賞
基
金

に
繰

り
入

れ
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

佐藤番④

 

私

は

1

9

6
7
年

2

月

か

ら
1
年

間
、
佐
藤

番
を
務
め
た
.
朝

早
く
、
世

田
谷

の
首

相
私

邸
内

の
番

小

屋
に
入

り
、
首

相

の
起
床
か
ら
官
邸

入
り
、
就

寝
ま

で

の

一
日

の
行
動
を
逐

一
マ
ー
ク

し
た
。
こ
う

し
た
各
社

の
首
相

密
着
取
材
は

こ

の
年

7
月

で
終
え
、
共

同
、
時
事

の

通
信

2
社
取
材
体
制

に
切

り
替
え
た
の

で
、

私
は

一
般
紙
で
は
朝

日

の
国
止
さ

ん
、
読
売

の
岡
さ
ん
な

ど
と
並

ん
で
、

最
後

の
追

っ
か
け
記
者

と

な

っ
た
。

そ

の
.頃

の
私

の
番

記
者
と

し
て
の
仕

最
後

の
追

っ
か
け
記
者

▼
清
原

武
彦

事

は

「
取

材

」
と
誇
れ
る
ほ
ど

の
も

の
で
な
く

、
内

実
は
社

の
デ
ス
ク

へ

の

「報

告
」

に

近

か

っ
た
.
「
誰

そ
れ

が

い
ま

総
理
と
会

い
ま

し
た
」。
そ

ん
な

お

決

ま
り

の
伝
達

を

デ
ス
ク
は

「
ふ
ん
、

ふ

ん
」
と
聞
き
、

そ

の
面
会
客

の
取
材

に
別

の
ベ
テ
ラ
ン
記

者
を

差

し
向
け
る
。

そ
う
し
た
中

で

一
人
、
「原
稿
」
と

=
胃
、

短

い
指
令
を
発

す

る

デ
ス
ク
が

い
た
、
そ

の
数

カ
月
後
、

佐
藤

首
相

に
乞
わ
れ
、
秘

書
官
と
し
て
官

邸

入

り
し
た
楠
田
実
氏
だ

っ
た
。
た
だ
、

そ

う

し
て
送

ら
さ
れ
た
た

だ

の
面
会
原
稿

が
紙

面
を
華

々
し
く
飾

っ

た
と

い
う
記
憶

は
無

い
。

当

時
は
首
相

が
番

記
者

の
質
問

に
答
え

る

こ

と

は

無

く

、
記
者
側
も

質

問
を
差

し
控

え

て

い
た
.

あ

る
時

、
首

相

が
展

覧
会

に
立

ち
寄
り
、

一
つ
の
絵
を

し
げ
し

げ
と
眺

め
て

い
た

の
で
、
私

は
意

を
決

し

て
問

い
か
け

て
み
た
..
「
ご
感
想

は
つ
・」
「.

す

る
と
佐
藤

さ
ん
は
あ

の
大
き

な
目
を

ギ

ロ
リ
と
剥

い
て
私
を
睨
み

つ
け
た
、.

や

や
あ

っ
て

一
言
,
「
君

は

こ

の
絵
を

見
て
ど
う
思
う

ん
だ
」
。

虚

を

突

か

れ

た
私
が
絶

句

し

て

い
る

と
、
佐
藤

さ
ん

は

「ま
あ
、

そ
ん
な
も

の

だ
」
と
.冒

っ
て

ニ
ヤ
リ
と
笑

っ
た
。

今
と
違

っ
て
ー
と

い
う
と

叱
ら
れ
そ
う

だ
が
、
当

時
は

傍
ら
に
近
寄

る
だ
け

で
風

圧
を
感

じ
る
政

治
家
が
多
く

、
と
り
わ
け

佐
藤

さ
ん
は
別

格
だ

っ
た
.

昨

今
、
「記
者

ク
ラ
ブ
制
度

の
功
罪

」

が
論

じ
ら
れ
て
い
る

が
、
当

時
の
首
相

番

は
記
者
ク
ラ
ブ
内

の

い
ま

一
つ
の
記

者

ク

ラ
ブ
と
も
尋.ロえ

た
。
各

社
記
者

が

自
.分

の
当
番

口
は

一
目
中
、
顔
を
突

き

合

わ
せ
、
単
独
行
動
を

取

ろ
う
に
も
取

れ
ず

、
皆
で
情
報
を
共

有
し
合

っ
て

い

た
。馴
れ
含

い
と
言

わ
れ
る
な
ら
確
か

に

馴

れ
合

い
か
も
し

れ
な

い
。
だ
が
、
お

玩

い
日
々
、
政
治

の
生

の
動
き
を
前

に

語

り
合

い
、
時
に
議

論
を
交
わ
し

つ

つ
、

政
治
記
者
と
し
て

の
資
質
を
磨
き
合

っ

た
。
今

に
し
て
思

え
ば
、

記
者
同
士
、

貴

重

な
空
間
を
共

有
し
た

一
時
期

で
あ

っ
た
、、

(き

よ
は
ら

・
た
け

ひ

こ

産
経
新
聞
社
代
表

取
締
役
会
長

)

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
今
同
で
終
了
し
ま
す
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佐
世
保
港

異
常
放
射
能
も
れ
事
件

科
技
庁
ク
ラ
ブ
員
の
追
及
で
発
覚

あ
れ
は
1
9
6

8
年

5
月

6
口
午
後

6

時
頃
だ

っ
た
.
科
学
技
術
庁
記
者
ク
ラ
ブ

の
黒
板

に

「
本
目

の
放
射
能
、
風
波

が
荒

く

測
定

し
な
か

っ
た
」
と
書
か
れ
た
、

「
あ

あ

そ
う
か
」
と
思

っ
た
だ
け

で
誰
も

そ
れ

以
ヒ
気

に
留

め
な
か

っ
た
.

”
口
止
め
〃
を

か
ぎ

つ
け
る
⊥

佐
世
保
港

に
は
、
米
海
軍

の
原
f
力
潜

水
艦

ソ
ー
ド

フ
ィ

ツ
シ

ュ

(2
3
6
0
ト

ン
)
が
5
月

2
日
か
ら
停
泊
し
て

い
た
。

乗
組
員

の
休
養
と
物

資

の
補
給
、
小
修

理

が

目
的

で
、
停
泊
期

間
は
1
週
間

の
予
定

だ

っ
た
.
海
L
保
安

庁
佐
世
保
海
-「
保
安

部
が
、

ソ
号
周
辺

の
放
射
能
観
測
を
実
施

し

て

い
た
。

そ

の
H
は
、

ふ
だ

ん

の
10
～
20
倍

の
放

射
線
値
を
記
録
し
た
、.現
場

の
担
当
者

が
、

測
定
器

の
故
障

か
と
び

つ
く
り
し
た
ほ
ど

の
異
常
値

で
、
通
知
を
受
け
た
科
学
技

術

庁

は
堅
く

口
止

め
し
た
、

だ
が
、
佐

世

保

の
西
H
本
新

聞
記
者
は

い
ち
早
く

こ

の
異
常
値
を
か

ぎ

つ
け
た
.

東
京

で
は

7
日
付
東
京
新

聞
朝

刊

に
、一
異

常
を
検

出

か
、

異
例
の
放
射

能

再
調
査
」

と

い
う

4
段
見

出

し
で
、
こ

の

ス
ク
ー
プ

が
掲
載

さ

れ
た
。

そ

の
朝

の
科

学
技
術
庁

で

の
定

例
の
同

庁
長
官

と

の
記

者
会
見
で
は
、
誰

も
質
問

し
な
か

っ
た
。

原
潜
が
放
射

能

汚
染
を
起

こ
す
な

ど
思

っ
て
も
み
な

か

っ
た
ー

レ

ー
ダ

ー
説

で
逃
げ

る

科

技

庁

-
幽

昼
過

ぎ

に
な

っ
て
誰
と
な

く
言

い
出
し

た
。
「
波

が

荒

く
て
測
れ
な

か

っ
た
と

い

う
の
に
、

2
度

測

っ
た
と

い
う

の
は
ど
う

い
う

こ
と
だ

一.、

役
人
を
呼

ん

で
聞

い
た
が
要

領
を
得
な

い
、
デ
ー

タ

の
提
出
を
求
め
た

ら
、
返
事

が
し
ど

ろ
も

ど

ろ
に
な
り
出
し

た
.

中
村

政
雄

異
常
値

の
説

明

が

な

っ
て

い
な

か

っ

た
.

異
常
値
が

測
定

さ
れ
た
す
ぐ
近
く

に

原
潜

が

い
る

の
だ

か
ら
、
ま
ず
そ
れ
を
疑

う

の
が
当
然
だ
と

思
う

が

、
絶
対

に
原
潜

で
は

な

い
と

い
う
。

「
雷
雲
が
発
生

す

る

と
空

中
の
放
射

能

が

一
カ
所

に
集
中
す

る

こ
と

が
あ
る
。

そ
れ

が
雨
と
と
も

に
落
ち

て
き

た
の
で
は
あ

る
ま

い
か
.
外
国

で
も

実
例

が
あ
る
」

と

、
放
射

能
課
長
は
説
明

し
た

,

雨

の
せ
い
な

ら

、
陸

上

の
モ
ニ
タ
リ

ン

グ
ポ

ス
ト
で
も

観
測

さ
れ

て
い
い
の
に
、

ゼ

ロ
だ

.
説
明

が

つ
か
な

い
一.
か

っ
て
横

須

賀

港

で
異

常

値

の
出

た

こ
と

が
あ

っ

た
.、そ

の
時
は
レ
ー

ダ

ー
の
影
響

だ

っ
た
、.

こ
ん
ど
も
た
ぶ
ん
そ

う
だ

ろ
う
と

い
う

.、

だ

が
、
記
録
用

紙
を

見
な

い
と
判
断

し
か

ね

る
。

今

な
ら
フ
ァ
ク

ス
で
観
測

デ
ー
タ
が
送

ら

れ

て
く
る
の
で
、

専
門
家
に
よ
る
判
断

が
す
ぐ

で
き

る
が
、
当
時

は
ま
だ
な

か

っ

た
。
観
測
記

録
用
紙
は
速
達
郵

便

で
送
ら

れ

て
い
た
。

8
目

の
各

紙
朝
刊
は
、

レ
ー
ダ
ー

に
よ

る
雑
音
ら
し

い
と
報
じ
た
。

こ
れ
を
受
け

て
国
会

の
委
員

会

で
も
、
科
学
技

術
庁
は

レ
ー
ダ
ー
説

で
逃
げ
た
。

夜

8
時
、
測

定
記
録
用
紙

の
速

達
便
が

届

い
た
。
科
学

技
術
庁
は

「
放
射
能

で
は

な

い
」
と
発
表

し
た
が
、
私
た
ち

は

「根

拠
が
あ

い
ま

い
だ

」
と
追
及

、
一
専
門
家

に
検
討

さ
せ

る
」

こ
と
を
約
束
さ

せ
た
。

翌
9
[
、

5
人

の
専
門
家

が
科
学
技
術

庁

に
集

ま

っ
て
検
討

し
た
結

果

は
、
「放

射
能
汚
染

と
結

び

つ
け
る

こ
と
は
難

し

い

が
、
現

地
調
査

す
る
こ
と
が
望
ま

し

い
」

と
な

っ
て
、
調
査

団
が
派
遣

さ
れ
た
。

調
査

団

会

見

は
討
論

会

に
I
I
I
毒

現
地
調
査

団

は
11
口
昼
頃

、
佐
世
保

で

記
者

会
見

し

、
「
記
録
ど

お
り

の
放
射

能

が
本
当

に
存

在

し
た
と
す
れ

ば
、
非
常

に

作
為
的
な
特

殊
な
状
況
と
考
え

ね
ば
な
ら

ず
、
そ

の
可
能
性
は
ま
こ
と

に
小
さ

い
と

の
印
象

を
強

め
た

」
と
発
表

し
た
。

調
査

団
は
東

京

に
戻
る
と
科

学
技
術
庁

幹
部

に
報

告

し

て
協
議
後
、
同
様

の
発
表

を
し
た
。

科
学
技

術
庁

で
こ

の
発
表
を
聞

い
た
記
者

の
中

に
私
も

い
た
が
、

ふ
に
落

ち
な
か

っ
た
..
聞

け
ば
聞
く

ほ
ど
原
潜

に

よ
る
放
射
能

汚
染

に
思
え
て
き

た
。

(18)
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夜
中

に
始
ま

っ
た

調
査
団

の
記
者
会
見

は
、

い
つ
の
間

に
か

調
査
団
と

記
者
団
と

の
討

論
会

に
変

わ

っ
た
。
「
異
常
測
定
値

を

放
射
能
汚
染
と
結

び

つ
け
る
こ
と
は
む

ず

か
し

い
」
と
主
張

し
て

い
た
調
査
団
が

討

論

を
続
け
る
う

ち
、

「
原
r
力
潜

水
艦

か
ら

出

た
放
射

能

と

考

え

ざ
る
を

得
な

い
」
と
言
う
よ
う
に
変

わ

っ
た
,

会

見
が
終
わ

っ
た

の
は
竿
前

4
時
だ

っ

た

、
そ

の
間
、
デ

ス
ク
は

「原
稿
送
れ
」

と

し
き
り
に
催
促
し

て
き

た
が
、
討
論
し

て

い
る
う
ち

に
原
稿

に
な

る
こ
と
が
出

て

く

る
。

聞

い
た
こ
と
が
そ

の
ま
ま
記
事

に

な

る
わ
け
で
は
な

い
.
デ
ス
ク
の
電
話

に

は
苦
労

し
た
。

13
日
朝
、
木
村
俊
夫

官
.房
長
官

は
、

こ

の
事
件

に

つ
い
て

「
目
米
合
同
調
査
を
す

る
よ
う
申
し
入
れ
る
」
と
発
表
し
た
。
合

同
調
査
と
な
れ
ば

日
米

双
方

の
見
解
が

一

致
し
な

い
と
結
論
が
出

な

い
.

こ
れ
は
事

実

を

ご
ま

か
す
た

め

の
陰

謀

で
は
な

い

か
.、
調
査
は
H
本
独
自

で
や
れ
ば
よ

い
。

ア
メ
リ

カ
の
專
門
家

の
来
H
な
ど
、
外
務

省

が
仕
組
ん
だ
芝
居

に
違

い
な

い
と
考
え

て
鍋
島
科
学
技
術
庁
長
官

に
こ
の
点
を

た

だ

し
た
。
同
長
官
は

「
日
米
合
同

の
調
査

で
は
な

い
。
日
本
独
自

で
や
る
。

ア
メ
リ

カ
側
専
門
家
は
、

こ
れ

に
協
力
す
る
か
た

ち
を

と
り
た

い
」
と
、
私

た
ち

の
宅
張
を

受

け
入
れ
て
く
れ
た
。

長
官

は
約
束
し
た
が
事
務
次
官
と
官
房

長
が
し

ぶ

っ
た

。
「
大
臣

の
言

葉
を

信
用

し
な
い
で
文

書

に
し
ろ
と
は
失
礼
だ

」
と

い
う
、.
そ
ん
な

い
い
方

こ
そ
失

礼
だ
と
言

い
合

っ
て
、
鍋

島
発
雪
[を
メ
モ
に

し
た

一

札
を
手
に
人
れ

た
、

苦
心

の

質

問

づ
く

り

I
I
I
I
鯵

15
日
、
米

国

か
ら
3
人

の
専

門
家
が
来

口
し
た
。
米

原

子
力
委
員
会

海
軍

用
原
r

炉
部
次
長

ウ

エ
グ
ナ
ー
、
同
特

別
補
佐
官

ギ
ブ
ン
ス
、
同

安
全
技
術
主
任

マ
イ

ル
ズ

の
3
氏
、.
私

た

ち

は
米
国
の
専

門
家

に
あ

ま
り
期
待

し

て

い
な
か

っ
た
.、
軍
事

機
密

と
称
し
て
、

肝

心

の
こ
と

は
言

わ
な

い
に

決
ま

っ
て

い
る

。
原
子
力

軍
艦
寄

港

に
関

す
る
米

国
政

府

の
11
L
書

に
も
、

「
原
子

力
軍
艦

の
設

計

ま
た
は
運
航

に
関
す
る
技

術
上
の
情
報

は

提
供
し
な

い
」
と

明
記
し

て
あ
る
。

ど
う
せ
日

米

の
見
解
が
食

い
違

い
、
結

論
が
あ

い
ま

い

に
な
る
の
が
オ

チ
だ
と
思

っ
た
。
し
か

し

来
る
か
ら

に
は
仕
方

が
な

い
。
米
国
専

門

家
は

い
ろ
い
ろ
な
雑
所
を

外
務
省
や
米
国

大
使
館
か
ら
聞
か
さ

れ
る

に
違

い
な

い
。

そ

の
前
に
、
彼
ら

の
素
直

な
意
見
を
聞

こ

う
じ

ゃ
な

い
か
、
と

い
う

こ
と
に
記
者

ク

ラ
ブ
で
の
意
見

が
ま
と
ま

っ
た
。
記
者
ク

ラ
ブ

に
は
、
か

っ
て
米
国

の
原

潜
に
試
乗
し
た

際
に
専
門
的

な

こ
と
を
聞

き
過
ぎ
て
、

ノ

ー

コ
メ
ン
ト

の
壁

に
会

っ

て
失

敗
し
た
記
者

が

い
た
。
こ
の
た

め
会

見
前

夜

3
時

間
か

か

っ
て
質
問
書
を

こ
し

ら

え
た
。
前
半
は

、

日
本

の
科
学
記
者

は

無

知
だ
と
思
わ
せ

る
質

問
を
並

べ
た
..
相

手

を
安
心
さ
せ

て
お
き

、
す
か
さ
ず
痛

い

と

こ

ろ
を
突
く
.

そ

の
と

き
相
手
が
逃

げ

ら

れ
な

い
よ
う
な

伏
線
を

、
前
半

の

.
見

バ
カ
風
な
質
問

の
中

に
配
置
す
る
と

い
う

苦
心

の
作
品
だ

っ
た
。

第

2
の

ハ
ガ

チ

ー
事

件

?

I
I
I
轟

私

た
ち
は
羽
田
空

港

で
米
専
門
家
と

会

見
す

る
た
め
待
ち
構

え
た

が
、
異
様
な

空

気

を
察

し
て
か
、
彼

ら
は
会
見
を
し

ぶ

っ

た
..
自

己
紹
介
し

た
だ
け

で
何
も
話
さ

ず

部

屋
を
出
た
。
私
と

共
同
通
信
が
あ
と

を

追

い
、
彼
ら
が
乗

っ
た
車

の
前
に
た
ち

は

だ

か

っ
た
一、
こ

の
こ
と
が
あ
と
に
な

っ
て

「第

2

の

ハ
ガ
チ

ー
事

件
」
と
し

て
米

国

に
伝

わ

っ
た
。
今

か
ら
考
え
る
と
若

気

の

い
た
り
だ

っ
た
、

翌

16
日
の
記
者

会
見

で
、
米
専
門
家

は

「
羽
田

で
は
失
礼

し
た

」
と
あ
や
ま

っ
た
..

し

か
し
、
純
科
学

的

な
立
場

で
ア
メ
リ

カ

側
専

門
家

の
意
見

を
聞

こ
う
と
し
た
私

た

ち

の
努
力
は
、

羽
田

で
会
見

さ
せ
な
か

っ

た
外

務
省

の
配
慮

で
水
泡

に
帰
し
た
。

25
日
夕
、
米
専

門
家

3
人

は

「あ

ら

ゆ

る
資

料
を
検
討
し

た

が
、

ソ
ー
ド

フ
ィ

ッ

シ

ュ
号
は

一
滴

の
放
射
能
も
出
さ
な
か

っ

た

」
と
言

い
残
し

、
帰
国
し
た
。
こ
の

日

朝
か
ら
開

か
れ
た
日
米

の
専

門
家

に
よ
る

検
討
会

に
出
席

し
た
3
人
は
、

口
本
側
が

要
求
し

た
資

料
を
全

く
提
出

せ

ず
、
「
科

学
的
検
討

に
値

し
な

い
」
と

い

っ
て
日
本

側
尊

門
家
を
憤

慨
さ
せ
た
.

そ
の
あ
と

の
記
者
会
見

で
何

か
聞
き
出

せ
な

い
か
と
努

力
し
た
が
ダ

メ
だ

っ
た
.

米
専
門
家

は
役

に
立

つ
情
報
を
何

ひ
と

つ

出
さ
な
か

っ
た
。
そ
れ
で
も

日
本

の
専
門

家
は
原
潜

に
よ
る
放
射
能
汚
染

だ
と

い
う

容
疑
を

い

っ
そ
う
深
め
た
、.
だ

が
決
定

的

証
拠
は
得
ら

れ
ず
、

い
ま
だ

に
正
体

不
明

で
あ

る
。

口
本
新
聞
協

会
で
、
科
学
技
術

庁
記
者

ク
ラ
ブ

の
攻
撃

的
取
材
が
話
題

に
な

っ
た

と
聞

い
た
.
佐

世
保
港

の
異
常
放
射
能
事

件
は
、
記
者

ク

ラ
ブ
員

の
追

及

に
よ

っ
て

魔
ま
れ
た
も

の
だ

っ
た
か
ら

で
あ

る
.
発

表
を
聞

い
て
記
事

に
す
る
と

い
う
在
来

の

取
材

の
殻
を
破

っ
た
や
り
方

だ

っ
た
。
そ

う
書
く

と
、

い
か
に
も
立
派

な
記
者
が
揃

っ
て
い
た
よ
う

に
聞
こ
え

る
が
、
科
学
技

術
庁
が
最
初
に
隠
さ
な
か

っ
た
ら
、
何
事

も
な
く

過
ぎ
た

か
も
し
れ
な

い
..

な
か
む
ら

・
ま
さ
お
会
員

1
9
3
3
年

山
口
県
生
ま
れ

59
年
読
売
新
聞
入
社

東
京
本
社
社
会
部

科
学
部

解
説
部
次

長

論
説
委
員

%
年
退
社

電
力
申
央

研
究
所
研
究
顧
問
を
経
て
名
誉
研
究
顧
問

東
京
工
大
大
学
院
非
常
勤
講
師
な
ど

口9〕
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11
月

26

日
夜

、
「宮

澤
喜

一
さ

ん
を
語

る
会

」
が
プ
レ
ス
セ

ン
タ

ー
の
10
階

ホ
ー

ル
で
開
か
れ
た
。

岩
見
隆
夫

、
国
正
武
重
、
田
原
総

一
朗
さ
ん
ら
が
呼
び
か
け
た
も

の

で
、
宮
澤
さ

ん
を
惜
し
む
ジ

ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
学
者
、
元
秘
書

官
ら

約

1
5
0
人
が
集
ま

っ
た
。
以

下

は
幹
事
か
ら

の
ご
報
告
。

会
場

で
は
宮

澤
さ
ん
が
よ
く
出

た
T
B
S
番
組

「時
事
放
談

」

の

ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
版
ビ
デ
オ
を
大

型

記者泣かせはユーモア精神?

 

ス
ク
リ
ー
ン

で
放
映
。

や
せ
細

っ
た
晩

年
、
「
よ
そ

の
国

が

い
や
が

る

こ
と
は

し
な

い
方

が

い
い
な
あ
」
と
遺

言

の
よ

う

に
語

っ
た
姿

が
見

る
者

の
胸

に
迫

る
。
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
番
組

の
女

性
タ
レ

ン
ト
と

の
珍
妙

な
掛
け
合

い
が
映
さ
れ

た
時
は
大
き

な
笑

い
に
包
ま

れ
た
、、

盛
り
上

が

っ
た

の
は
長
女

の
ラ
フ
ル

ア
!
宮
澤
啓

予
さ
ん
ご
夫
妻

に
登
壇

し

宮
澤
喜

一
さ
ん
を
語
る
会

て

い
た
だ

い
た
ト

ー
ク
タ
イ
ム
ー-

写
真
。
記
者
泣
か

せ
だ

っ
た
宮
澤

さ

ん
の
受

け
答
え

に

つ
い
て

「
父

な
り

の
ユ
ー
モ

ア
や
サ
ー
ビ

ス
精

神

の
表
れ
だ

っ
た

の
で
は
」
と
解

説
す

る
な

ど
、
鋭

い
父
親
像
を
面

自
く
聞
か

せ
て
く

だ
さ

っ
た
。

聞
き
手

を
務

め
た

「論
座

」
編

集
長

の
薬
師
寺
克
行

さ

ん
、
総
合
司

会
を

務
め
た

テ
レ
ビ
東
京
報
道
局
次

長

の
宮
田
鈴

r
さ

ん
、
ど
う
も
お
疲

れ
さ
ま
。
献

杯

の
発
声

は
河
野
洋
平

衆
院

議
長
に
お
願

い
し
、
最
後
は
防

衛
大

学
校
長

の
五
百
旗
頭
真

さ
ん
に

締

め

て
い
た

だ

い
た
。

風
邪
で
欠
席

し
た
中
曽
根

康
弘

さ
ん
か
ら
は

「
口

角

泡

を
飛

ば

し

て
議

論

し
あ

っ
た

日

々
」
を
懐

か
し

む
メ

ッ
セ
ー
ジ
も

寄
せ

ら
れ
た
.一

フ
ロ
ア
で
は
久

し
ぶ
り

に
顔
を
合

わ
せ
た
人

々
が
宮
澤

さ
ん
を
肴
に
し
て

懐

か
し

そ
う

に
歓
談

し
、
「
こ

の
会
は

時

々
開

い
て
ほ

し

い
」
と

の
声
も
。
宮

澤
事
務
所
か
ら

は

「
お
宝
」
と
も

い
え

る
故
人

の
古

い
著
書

3
冊
と
、
新
聞
雑

誌

に
掲
載

の
追
悼
記
事

を
集

め
た
冊
f

が
お

土
産

に
配

ら
れ

、
参
会
者
に
喜
ん

で

い
た
だ
け
た
。

朝

日
新
聞
論
説
主

幹

若
宮

啓
文

ア
ン
ジ

ェ
リ

ー
ナ

・
ジ

ョ
リ
ー
と

ブ
ラ

ッ
ド

・
ピ

ッ
ト
。
数
多

の
ス
タ
ー
が
光

り
輝

く

ハ
リ
ウ

ッ
ド

で
も
注
目
度
抜
群

の
カ

ッ

プ

ル
が
主
演
と

プ

ロ
デ

ュ
ー

ス
で
タ

ッ
グ

を
組
ん
で
匿

に

問
う
感
動

の
ド
キ

ュ
メ
ン

タ
リ
ー
…
。
宣

伝
文
句
に

つ
ら
れ

て
事
前

知
識
も
な
い
ま
ま

試
写
会
に
足
を
運

ん
だ
。

原
題
は

「
〉

ζ
一7q
プ
〔《
工
D
口ゆ
「け」
。

ア
ン

ジ
ー
と
ブ

ラ
ピ

の
華
や
か
な
イ

メ
ー
ジ
と

口
本

で
つ
け

た

副
題

の

「愛
と
絆

」

の
せ

い
で
、
派
手

な

ア
ク
シ
ョ
ン
と
甘
美

な

ラ

ブ
ス
ト
ー
リ
ー

を
想
像
し
て

い
た
が
、
作

品
は
ジ

ャ
ー
ナ

リ
ス
ト

の
は
し
く

れ

の
心

底
を
揺
さ
ぶ
る

重

い
テ
ー

マ
を
突

き

つ
け

て
き
た
。

原
作
は
2
0

0
2
年

に
パ
キ

ス
タ
ン
で

取
材
中
に

テ

ロ
リ

ス
ト

に
誘
拐

さ

れ
て
殺

さ
れ
た
ウ

ォ
ー

ル

・
ス
ト
リ
ー
ト

・
ジ
ャ

ー
ナ
ル
紙

の
ダ

ニ

エ
ル
・パ
ー

ル
記
者

(
ユ

● マ イ テ ィ ・ハ ー ト
ー 愛 と絆一

ジ ャーナ リス トの勇気 と苦悩
ダ

ヤ
人
)

の
妻

(
こ
ち

ら
は

フ
ラ
ン
ス

の

ジ

ャ
ー

ナ
リ

ス
ト
)

マ
リ

ア
ン
ヌ
が
、
夫

の
遭

遇

し
た
事
件

の
真
相

を
克
明
に

つ
づ

っ
た

ノ
ン

フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
。

カ

ラ
チ
の
町
で
ダ

ニ

エ
ル
が
誘
拐
さ
れ

る

場
面

か
ら

ス
タ

ー

ト

す
る

こ
の
映

画

は
、

30
日
間

に
も
及
ぶ
長
く
困
難
な
捜

査

と
悲

惨

な
結
末
を
、

一
つ
ひ
と

つ
の
場
面

を

す
ぐ

れ
た
撮
影
技

術
と
演
技
で
丁
寧

に

つ
な
げ

て
、
人
種

・
宗

教
対
立
、
テ

ロ
、

国
際
紛
争

、
そ
し
て
そ
れ
を
取
材
す
る

ジ

ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
勇

気
と
苦
悩
を
描

い
て

い
る
。
夫

を
誘
拐

さ
れ
た
臨
月

の
妻
を
演
じ

る

ア
ン
ジ
ー
、

過
去

の
作
品

で
際
立

っ
て

い

た

ゴ
ー
ジ

ャ
ス
で
セ

ク
シ
ー
な
キ
ャ
ラ
ク

タ

ー
を
か
な
ぐ
り
捨

て
、
深
刻
な
テ
ー

マ

に
体

当
た
り
で
取
り
組

ん

で
い
る
.、
夫

の

死
を

知
ら
さ
れ
、
部
屋

に

こ
も

っ
て
働

異

す

る
場
面
に
は
心

を
打
た
れ
た
。

映
画
&
ゴ
シ

ッ
プ
好
き
と
し

て
付

け
加
え
れ
ば
、

こ

の
映
画

に
は
、
ブ

ラ
ピ

が
最
愛

の
パ
ー
ト
ナ
ー
の

ア
ン

ジ

ー
に
ア
カ
デ
ミ

ー
主
演
女
優
賞

と

い
う
最
高
の
勲
章

を
贈
り
た

い
と

い

う
気
持
ち
が
に
じ

み
で
て
い
る
。

来

春

の
オ
ス
カ
ー
受

賞
式

の
楽
し
み

が

ま

た
ひ
と

つ
増

え
た

.

時
事
通
信
社
取

締
役
編
集

・国
際

・

解
説
委
員
担
当

泉

宏

7
馨
『
モ
謹
≦
妻
∋
7
ヨ
c≦
印
言
>
Q
P
耳
ヨ
一

(2{1)
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来
年
2
月
下
旬

タ

イ

、

ラ

オ

ス
、

カ

ン
ボ

ジ

ア

へ

7

回
目

の
ア
ジ

ア
取
材
団
を
、
明
年

2

月
.下
旬
な

い
し
3
月

初

め
に
、
1
週
間
程

度

の
r
定

で
派
遣
す

る
準
備
を
進
め
て

い

る
。
福

田
内
閣
発

足
後

、

ア
ジ

ア
へ
の
関

心

が

急
速

に
表

面

化

し

て

い
る
よ

う
だ

が
、

ク
ラ
ブ
は
2
0

0
0
年

か
ら
毎
年
、

ア
ジ

ア
へ
取
材

団
を

派

遣
し
て
い
る
。.

各

国
要
人
と

の
会

見

、
現
地
進
出

の
日

本
企
業

の
視
察
な
ど
を

通
じ
て
、

ア
ジ

ア

急
成

長

の
実
態
だ

け

で
な
く
、
台
頭
著

し

い
中

国

の
影
響
力

増
大

な
ど
に
も
着
目
し

て
き

た
、.こ
れ
ま

で
に
イ

ン
ド
ネ
シ

ア
(2

度

)、

シ

ン
ガ
ポ

ー

ル
、

タ
イ
、

マ
レ
ー

シ

ア

(
2
度
)
、
台

湾

、

フ
ィ
リ
ピ

ン
、

イ

ン
ド
、

ベ
ト

ナ

ム

(2
度
)
、
韓
国

な

「
ク

ラ
ブ

賞

」

候

補

者

の

推

薦

を

締
切
は
明
年

1
月

31
日
で
す

取
材
、
報
道
、
評
論
活
動
な
ど
を
通
じ

て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
顕
著
な
業
績

を
あ
げ
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
信
川
と
権

威
を
高
め
た
個
人
を

「
日
本
記
者
ク
ラ
ブ

賞
」
候
補
と
し
て
ご
推
薦
く
だ
さ

い
。.
締

め
切
り
は
1
月
31
H

(木
V
で
す
..

ど
を
訪

問
し

て

い
る
。

今

回
2
回
目

の
バ

ン
コ
ク
で
は
、

12
月

23
口

の
ド
院
選

挙
後
に
誕
生
す

る
新
政
権

の
首
脳
会

見
、

ト

ヨ
タ
の
工
場

取
材
な
ど

を
考

え

て

い
る

。

プ

ノ
ン

ペ

ン

で

は

フ

ン

・
セ

ン
首
相

、
ビ

エ
ン
チ

ャ
ン
で
は
プ

ア
ソ
ン
首
相

の
会
見
を
実
現

し
た

い
.、

ビ

エ
ン
チ

ャ

ン
で
は
3
月

下
旬

に
第
3

回

メ

コ
ン
川

流

域

開
発

計

画

首

脳
会

議

(中
国
、

ベ
ト

ナ

ム
、

ラ
オ

ス
、

タ

イ
、

カ
ン
ボ
ジ

ア
、

ミ

ャ
ン
マ
ー
)
が
開

か
れ

る
。

こ
こ
で
2

0
1
0
年
ま

で
の
計
画
が

承
認
さ
れ

る
の

で
、
大

メ

コ
ン
圏

の
こ
れ

ま

で
と
今
後
を

知

る
の
に
も
好

タ
イ
ミ
ン

グ
の
訪
問

に
な

る
,

会
員
お
よ
び
会
員
社
に
属
す
る
方
々
が

候
補
有
資
格
者

で
す
。
推
薦
す
る
方
は
所

定

の
用
紙
に
候

補
者
名
な
ど
を
記
入
し
、

推
薦
理
由

〔2
0
0
0
字
以
内
)
と
参
考

資
料
を
添
え

て
提
出
願
い
ま
す
。
推
薦
委

員
会
、
選
考
委

員
会
で
は
添
付
さ
れ
た
資

料
を
も
と
に
審

査
し
ま
す
。

詳
細
は
事
務

局
の
長
谷
川

へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ

い
。

ア
ジ

ア
開
発

銀
行

の
融
資
と
円
借
款

な

ど
を
軸

に
、
道

路
、
電
力

な
ど

の
イ

ン
フ

ラ
整
備

を
目
的

に
始
ま

っ
た
こ
の
地
域
開

発
計
画

も
、
当

初

の
年

間
5
億
ド

ル
強
か

ら

い
ま
や
50
億

ド

ル
規
模
に
な

っ
て

い
る

よ
う

だ
,

最

近

の
傾
向

と

し

て
、
最
終
的

に
誰

に

会

え

る
か
は
直

前
ま

で
分
か
ら
な

い
可
能

性

も

残

る
が
、
こ

れ
も

地
域

で

の
口
本

の

存

在
感

・
位
置

の
変

化

の
反
映
だ
。
ぜ

ひ
、

在

京

だ
け

で
な

く
、
地

方
会

員
社

か
ら

の

派
遣
も
お
願

い
し
た

い
。

鈴

田

会

員

か

ら

の
寄

付

金

こ
こ
は
日
比

谷
公
園

の
晩
秋
が

一
望

で

き

て

い
い
眺
め

で
す

ね

。
実

は
、
ボ
ク
が

プ

レ

ス
セ
ン
タ

ー

に
事
務
所
を
開

い
て

25

年
が
経
ち
ま
し

た
ー

.
去

る
10
月
24
日
、

鈴

田
敦
之
会
員

が
、
事
務

局
に
お

い
で

に

な
り

、
こ
う
切

り
出
し

た
。

ひ
と

つ
ド

の
8
階

に
事
務
所
を
持

っ
て

お

ら
れ
る
。
数

年
前

に
体

調
を
崩
さ
れ
た

が
、

い
ま
は
す

っ
か
り

回
復

し
講
演
活
動

な

ど

で
お
忙
し

い
よ
う

だ
。

そ

の
鈴
田
さ

ん
が
、

こ
れ
を
と
2
0

0

万

の
小
切
手
を

だ

さ
れ
、

ク
ラ
ブ
賞

に
役

立

て
く
だ
さ

い
、
と
。

鈴

田
事
務
所
開
設

25
周
年
パ
ー
テ

ィ
ー

で
も

や
れ
よ
と

い
う

友

人
も

い
る
け
ど

、
そ
ん
な

こ
と
よ
り
も

、

後

輩
ジ

ャ
ー
ナ

リ

ス
ト

の
た
め
に
な

れ
ば

と
思

い
ま
し
て

ね
、
と
。

同
じ
ビ
ル
の
住

人
と

い

っ
て
も

、
格
別

の
気
遣

い
や
お
世

話
も
し
た

こ
と

が
な
か

っ
た

の
で
、
正
直
、

意
表
を
突

か
れ
た
。

人
の
世
と

い
う

の
は

分
か
ら
な

い
も

の
だ
。

会
見
な
ど

の
活
動
だ
け

で
な
く
、
政
府

か
ら
完
全

に
独
立
し
た
こ
の

ク
ラ
ブ

の
存

在
自
体

が
、

ア
ジ

ア
で
は
大
事

な
意
味
を

持

っ
て

い
る

の
だ

が
、
な
か
な

か
理
解
し

て
も
ら
え

な

い
.

一
部
の
現
役

は

「老
人

ク
ラ
ブ

」
な
ど
と

不
心
得
に
も
酷

評
す

る
,

他
方
、
報

道
界
を
取
り
巻
く
環
境
も
決
定

的
に
厳

し
さ
を
増

し
、
各
社
も
勢

い
連
帯

よ
り
も

組
織
防
衛

で
手

.
杯
と

い
う
感
じ

に
な
り

が
ち
だ
。

そ
ん
な

こ
と

が
脳
裏
を

離
れ
ず

に

い
た

の
で
、
本
当

に

「
あ
り
が

た

い
」

も

の
だ

と
感
激
し
た
。

鈴
円
さ

ん
は

84
年
8
月
か

ら
個
人
会
員

に
な

っ
て

い
る
.”
毎

日
新
聞

で
日
銀
、
経

団
連
、
大
蔵

、
通
産
、
経
企

な
ど
経
済
官

庁

や
財
界
を

カ

バ
ー
し
、
経
済

部
副
部
長
、

電
波
本
部
長

、
編
集
委
員
な

ど
を

つ
と
め

た
。
退
社
後

、
経
済
評
論
家

と
し

て
活
躍

し
て

い
る
,

ご
本
人
は
、

こ
う

い
う

こ
と

は
静
か

に
や
り
た

い
の
だ

が
、
と

お

っ
し

ゃ
る
の
を
、

無
理
を

い

っ
て
書

か
せ
て
も

ら

っ
た
。

ビ

ル
の
前

の
国
会
通
り

に
面

し
た
植
え

込
み
で
サ
ザ

ン
カ
が
咲

い
て

い
る
。
新
年

互
礼
会

は
1
月

9
日

(水

)
午
後

-
時

か

ら

で
す
。

よ

い
お
年
を
。

(専
務
理
事

岩

崎
玄
道

〉

〔2P
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クラブ旛設では会員による各麺の会合が行われていま

す。企業や大使館などの賛助会員も記者発表の場としてク

ラブを利用しています.

■ 日韓国際環境賞授賞式

東アジアでの環境保全や公害防止への貢献に対 して、

石綿対策全国連絡会議(日 本}と 韓国自然環境保全協会

が表彰された。アスベス ト被害の実態を明 らかに し、全

面禁[Lを 世界に訴えて きた ことと、韓国で絶滅の危機に

ある植物の保護活動を1963年 か ら続けてきたことが、そ

れぞれ評価された、 日韓国交正常化30周 年の1995年 に 、

毎 日新聞社と朝鮮 日報社が共同で創設 した賞で、今回が

13回 目じq1.llO階 ホール)

■ ね じれ国会に緊急提言21世 紀臨調

参院選後のね じれ国会に対する政党や政治家の迷走ぶ

りに対 して 「現下の政治情勢に対する緊急提言」 を発 表

した。代表の佐々木毅、西尾勝両氏 とL査 の飯尾潤の3

氏 が説明、質疑応答を行った。提 言では 「日本の政治家

の統治能力が試されている。状況に対応 した新 しい政治

慣行の創造が求め られている」とし、佐 々木代表は 「参

院で否決 された法案を衆院が再議決す ることは讐通のこ

と。権限を封印す る必要はない」 と。 〔11.6宴 会場)

照 会先:http:〃www.secj.jp

■ 「わがまち新聞」 コンクール表彰式

第3回NIE週 間の行事と して、地域の話題 をとりあげ

た手作 り新聞を表彰 した 、最優秀賞は北海道白糠町立庶

路中学校の生徒6人 の作品,、「食」 をテーマに地元の産

物やお店 と、それを支える人々を紹介 した もの.チ ームワ
ークとレイアウ トが高く評価 された

。優秀賞には金沢市

立中央小学校、町田市 立町田第二中学校、愛媛県立 八幡

浜高校新聞部の作品が選ばれた、(11,1010階 ホ ール)

照 会先:口 本教育文化財団NIE部 電 話:045・661・2031

http;〃www.pressneしorjp/nle〆nie,btm

■ シンポジウム 「民間6力 国協議」

「朝鮮 半島の平和体制 と北東ア ジアの地域協力」をテ
ーマに 日、米、中、ロ、韓、北朝鮮か ら約20人 の研究者

が集 まり、意見を交換 した。主催 は東アジア総合研究所

(金森久雄 会長、渡辺利 夫理事長)。(11.2410階 ホ ール〉

照会先:東 アジア総合研究所 電話:035269-8260

■UNDpr人 間開発報告書07/08」 記者発表

岡連開発計画が世界同時発表に先駆 けて記者会見を行

った。「気候変動 との戦い」と題 された今年の報告書は、

「気候変動は世界の最貧 層と未来の世代が深刻な影響 を

受ける」 とし、国際社会に行動することを求めている、,

村 田駐 日代表は発表 した後、気候 変動に対す るUNDPの

取 り組みについても紹介 した.qL27大 会 議室)

照 会先:国 連開発言1画 電話;03-54674875

■ 「フェルメール展」記者会見

TBSと 朝 日新聞が主催 して08年8月 か ら12月 に 東京

都美術館 で開催 され る展覧会。ii本 初公開の 「小路」「ワ

イングラスを持つ娘ゴ1マ ルタとマ リアの家のキリスト」

のほか、同時代の17世 紀のオランダ画家の作品 も展示さ

れる、1(IL30大 会議室}

照会先:TBS文 化事業部 電話:03-5571-3061

(22)

新 しいOB会 員

囲碁の会(11.17)

今回 の例会も参加 人数が12人 。 さみ しい会が続き

ましたが、次回(12月22日)は 年末恒例の大軒杯争

奪大会です。いつものように4組 に分けて予選を行

い、最後 は トーナメン ト形式で取 り切 りのカップを

目指 してもらい ます。

なお、ll月 の優秀賞は宮 沢昭二郎14勝1敗}、

佐伯晋(3勝)の お二人で した.

1カ 月19ゲ ス ト11月 は 大忙 しだ った。 会見 など

の行事が19回 。多分、レコー ドだろう。3日 の文化

の日にヒル米国務次官補の会見,決 定が前 日午後だ

ったため、ハガキでの案内はできなかった。eメール、

FAX登 録 の会員、出先 クラブ、在京社の外信部な

どへの連籍で実施 した.ヒ ル氏は前夜 ソウルから飛

んで きて会見の後帰国へ,,い わば日本国民への説明

責任を果たすための来日みたいなものだった▼2回

目の自民 ・民主党首会談{2囲 で大連立話が急浮

上、その後小沢 さんの代表辞意(4日)・ 復帰(7

日午後)表 明と続いたので、7日 ・太田公明代 表、

8[1・ 御 手洗経団連会長、14日 ・伊吹自民幹事長、

19日 ・鳩 山民主幹事長の会見がいずれ も好 タイミン

グになった。その意味ではついていた▼現職閣僚 と

民乖の ネクス ト大臣の政葉討論 会は10月 の石破 ・浅

尾が皮切 りだった、,11月は 財政再建をテーマ に額賀・

中川対決 を13日 に予定 していたが、衆院本会議の給

油新法の採決と重なり延期に、次の 「1取りはまだ読

めないが、12月は 「環境」で鴨下 ・岡崎対決(19日)

が決 まっている,(玄)
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バ ー 、 レス トラン、宴会

予約電話 和食3503・2723洋 食3503-2766

圃
歳 末 は 「新 聞 」 で しめ る

今月のハ ー フサ イズ ・カ クテ

ルは、その 名 もズバ リ 「ガゼ

ッ ト」(新 聞 左)と 「テキーラ ・カク

テル」,ブ ランデーの豊かな香 りとベ ル

モッ トの爽やかな香 りが楽 しめるガゼ ットは、人の世の

表裏哀歓を知る者 にこそよく似合う。テキーラ ・カクテ

ルは、相性の良いテキーラとライムの結婚です,420円

ふ ぐ特 別 コース(2月1口 まで)

冬 の クラブレス トランの定番、ふ ぐコースを

今年も始めました。寒い季節 にピッタリの ひれ

酒 もご用意しています、、

先付 け、 うす造 り、蜘照 り焼 き、ふ ぐ唐揚げ、ふ ぐ鍋、

雑炊 アイスクリーム(5β80円)

師 走懐石(12月27日 まで)

暮れの慌 ただ しさを逃れて、静かな夜 をお楽 しみ くだ

さい。越乃寒梅や 〆張鶴な ど美味 しい日本酒もそろえて

お待ち しています.,(板 長 藁科浩)

牡蠣味噌焼 き、 しめ じ真丈、刺身3点 、鮭 ・蜘みぞれ焼

き、扇面蕪羅あん掛け、穴子湯葉糸巻揚げ、す っぽん雑

炊、季節の果物(5,250F1)

新年互礼会は1月9日(水)午 後1時 から
「

桓例の新年互礼会貝懇親会を1月9El〔 水)に 開催 し

ます.OB会 員 も、現役の会貝も出席 しやすいように今

年同様、開始時間を午後1時 にしました汗2007年 予想

アンケー ト」の結 果発表と最高得点者σ)表彰、08年 の投

票と、各社に景品の提供をお願い している福引きも行い

、ます 、多数の出席 をお待 ちします、 、

新 しい会員名簿 をご確認 くだ さい

il月L日 付で作成 した会員名簿をお送 りしました。誤

植、変更などお気づ きの点があ りました ら、事務局へお

知 らせ くだ さい

〈寄贈書 〉

無名戦十たちの行政改革 竹居照芳 会員

日本新聞年鑑107-108日 本新聞協会

H5Nl型 ウイルス襲来 国立感染症研究所 岡田晴恵

〈卦報 〉

村野賢炭会員(NIIK出 身85歳)がH月23日 前 立腺

がんのため死去 されました。謹んでご冥福 をお祈 りいた

します、,

〈 会員現況 〉法人会員146社 基 本会員807人

個 入会員1649人 法 人 ・個人賛助 会員7】 社178人

特 別賛助会員75人 名祥 ・功労会 貝9人

計217社2718人

HPh蜘P=/ノ ….恥pc,orJp!

騒
蟹 コー ス(12月27日 まで)

先 月に引 き続 きタラバ、 ズ ワイ、 ワ タリの

3種 類の蟹 を使 ったち ょっ と贅沢 なデ ィナー

コ ー ス メ ニ ュ ー で す 。(4200円)〔 シ ェ フ=黒 須 修...一)

圏 忘年会 ・新年会 プラ ン

「忘年会 ・新年会」用のパーテ ィープランをご利用 く

ださい。8種 類の洋食 に和食(寿 司、そば)、 デザー ト

をセ ッ トに してお ひと り3,300円 です。部屋代 は別です

が、飲物の持 ち込みは自由です、,

年末年始の閉室のお知らせ
年末の営業は下記の通 りです。

和食 レストラン:12月28口(金)の お昼まで

洋食 レス トラン:12月27日(木}ま で

ラウンジ、事務局:12月28日(金)午 後5時 まで

*28Hは 和 食 レス トランで洋食もお山 しします、

新年は1月7日(月)か ら通常通りオープンします.

クラブの電話 ダイヤルイン

和 食レス トラン(9階)

3503-2723

洋食 レス トラン(10階>

3503-2766

貸室r約 、宴会打 ち合わせ

3503-2724

受 付

3503-2721

クラブ行事への申 し込み

3503-2722

会員 事 務

3503-2725

経 理

3503-2728

会 見 申 し込 み ア ド レ ス

kaikerl@jnpc.orjp

ホ ー ム ペ ー ジ ア ドレ ス

http=/!wwwjnpc.or.jp

会報委員会

委員長;住 田良能

委 員=池 谷 忍 石出昭彦 上村幸治 國府 ・郎

竹屠照芳 見市 元 村澤繁夫 渡辺みどり

連 絡 ≡長谷川和子 本庄充月

(電 話03-35〔}3-2752FAXO3-3503-7271)

「会 見速配録」:11月 の新規掲載

●御手洗冨士夫 日本経団連会長 「日本の直面する課

題 と今後の経済政策に期待すること」(2007.ll.8)●

クリス トファー ・ヒル米国務次官補記者会見(英 文)

(2007.ll.3)● 酒井明司 三菱商事業務部ロシア担当

次長 「実務者が見たガスプロム」(2007.10.31)● ト
ーマス ・シーファー駐 日米大使昼食会(英 文)(2007 .

10.24)● 中村哲医師 「ペシャワール会現地代表のア

フガン報告」(2007.10.23)● スティーブン ・リーパ
ー広島平和文化センター理事長「い ま・なぜ原爆展か」

(2007,9,20)● ミル トン ・フリー ドマン シカゴ大学名

誉教授 「問題でない 岡双子の赤字胃[(1988,9.5)

今 後 の 行 事 予 定(12/3現 在)

12.19(水)15=ひ0～16:45(101砦 ホ ー ノレ}

政 策 討 論 会:環 境 問 題 鴨 下 一 郎 環 境 相 、

岡 崎 トミ 子 民 主 党 ネ ク ス ト環 境 相

12.21(金)15:00-16:30〔101培 オζ一 ノレ,

著 者 と 議 る 『2011年7月24日 テ レ ビ が 突 然

消 え る[]』[朝rl新 書:】 岡 村 黎 明 氏

12,26(水)15:00～16:30(10階 ホ ー ル)

著 者 と語 るr日 本 の 選 択 〈適 者 〉の モ デ ル へj

〔NTT出 版)小 島 明 日 本 経 済 研 究 セ ン タ
ー 会 長

研 究 会 「2008年 経 済 見 通 し」
「工rl.25(金)15=OO-・16:30く101楷 二お一 ノレ〕

門 間 一 夫 日 本 銀 行 調 査 統 計 局 長

2:1.28〔jll13:00・-14;30〔10階 ホ ー,レ)

高 橋 進 日 本 総 合 研 究 所 副 理 事 長

豆 ”15;⑪0-16:3⑪ 〔10階 ホ ー,レ)

水 野 和 夫 三 菱UFJ証 券 チ ー フ エ コ ノ ミ

ス ト

:④1.30/水)13:00-1413〔lqO階 ホ ー ル!

ロ バ ー ト ・フ ェ ル ドマ ン モ ル ガ ン ・ス タ

ン レ ー 証 券 経 済 研 究 主 席 兼 マ ネ ー ジ ン グ デ

ィ レ ク タ ー

行 事 案 内 専 用 電 話03-3503-3764

日時 の 変 更 な ど も 含 め 、 最 新 の ク ラ ブ 行 事 を テ ー プ で

お 知 ら せ して い ま す

〔23)
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d凱i轡 し「ヨ琴竺)撮影 小林 裕幸写 真 回 廊

焼 き畑 な ど に よ り て 木 々が 焼 け 落 ちた 後 も燃 え る 泥 炭 地=

ギ ン ド ネ シ ア ・中1'lllカリ マ ン ダ ン 州130秒 間 錘客光:1

21世 紀の南北問題

「
国
連

気

候
変

動
枠
組

み
条

約

締

約

国
会
議

」

地
球
温
暖

化

の
対
策
を
話

し
合
う

敵
要
な
会
議

だ
が
、
何
と

か
な

り
ま
せ
ん
か
、

こ
の
長

い
会
議

名

は

落
語

の
寿

限
無

〔じ

ゅ
げ
む

〕
で
は
な

い

が
、

こ
の
会

議

の
名
称
を
2
、
3

回
唱
え
る
間
に

も

地
球

の
温

暖

化

は
ビ

ん
ど

ん
進

む

と

い
う

の

に

行
数

に
限
り
も
あ

る
の
で
、

こ

こ
で
は
勝
手

に

「
じ

ゅ
げ

む
会
議

」
と
呼

ぶ

こ
と

に
す
る

と

こ
ろ
で
、

こ

の
不
気
味

な
火

は

い

,
た

い
何

な

の
だ
ろ
う
、.
イ

ン
ド
ネ
シ

ア

・
カ
リ

マ
ン
タ

ン

の
燃
え
る
大

地

'.」
、
こ
の
12
月

に
同

岡

・
バ
リ
島

で
開
催

の

「
じ

ゅ
げ
む
会
議

」
を
照

ら
し
出
す
よ

う

に
温
室
効

果

ガ

ス
の
源
、

.酸
化
炭
素

【C
O

りこ

の
炎
'τ
ヒ
げ

て
い
る

燃
え
て

い
る

の
は
大
地
に
堆
積
す

る
泥
炭

熱

帯

の
泥
炭
は

本
来

湿
地

の
水

で
守

ら
れ
、
C
O
2

の
吸
収
源
だ

っ
た

が
、
焼
畑

農
業

の
活
発
化
で
乾

燥
し
、
泥
炭

に
延
焼
す
る
火

災

の
頻

発
で

、
転

C

O
z
の
排
出

源

に
.

こ
の
国
全

体

の
泥
炭
地
か
ら

吐
き
出
さ
れ

る

C
O
.。は
日
本

の
総

排
出
購
を

ヒ

回

る
と

い
う

か

ら
、

た
だ
ご
と

で
は

な

い

貧
し

い
農
家

は
焼
畑

に
よ

っ
て
収
穫
H叩
か
増
え

る

だ
か
ら
、

そ

の
焼
畑
を
禁

じ

る
な
ど
農
家

が

嫌
が
る
政
策

を
地

圧
政
府
は
と
れ
な

い

30
年
先

の
地
球
環
培
…よ
り
明
「ー-
の
生
任
旧
を
、、
と

い
う

、南
に

の
切
実
な
声
を

一
北

」
の
国

々
も
軽

視

は
出
恥
ぬ
は

ず

貧
富

の
格

差

に
地
球
環
境

問
題

が
絡
ん
で
21

匿
紀

の
南
北
問
題
は

.
段
と
複
雑

に
な

っ
て
き
た

南
海

の
火

は
難
解

の
炎
を
噴
き

続
け

る

【伊
藤

...郎

〕

;2【1


